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は
じ
め
に
 
 
 

（
1
）
 
 
本
稿
の
主
眼
は
、
一
三
世
紀
後
半
～
一
四
世
紀
半
ば
に
元
（
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
）
と
の
関
係
下
で
朝
鮮
半
島
の
高
麗
に
設
け
ら
れ
た
 
 

ジ
ャ
ム
チ
く
 
端
赤
j
a
m
m
i
の
ル
ー
ト
を
、
史
料
的
に
可
能
な
範
囲
で
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
筆
者
は
高
麗
と
元
の
間
で
行
わ
れ
両
国
家
の
関
 
 

係
を
規
定
し
て
い
た
制
度
や
慣
例
の
数
々
に
つ
い
て
考
証
を
進
め
て
い
る
が
［
森
平
一
九
九
八
a
、
同
一
九
九
八
b
、
同
二
〇
〇
一
、
 
 

同
二
〇
〇
二
］
、
本
稿
も
ま
た
そ
の
一
層
で
あ
る
。
 
 
 

周
知
の
よ
う
に
、
端
赤
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
そ
の
広
大
な
領
域
に
は
り
め
ぐ
ら
せ
た
駅
伝
網
で
あ
り
、
迅
速
な
情
報
伝
達
と
 
 

（
2
）
 
 

移
動
の
手
段
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
・
統
合
の
根
幹
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
か
か
る
端
赤
の
 
 

（
3
）
 
敷
設
を
周
辺
の
服
属
国
に
対
し
て
庵
要
求
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
、
は
、
元
朝
初
代
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
（
世
祖
）
の
登
極
に
 
 

前
後
し
て
、
こ
れ
に
（
帰
附
）
し
た
高
麗
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
か
か
る
事
実
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
端
赤
の
 
 

（
4
）
 
 

制
度
全
般
や
高
麗
の
駅
制
、
あ
る
い
は
高
麗
・
元
関
係
を
論
じ
た
研
究
の
な
か
で
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
い
ず
れ
 
 

も
専
論
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、
ル
ー
ト
や
運
営
方
式
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
実
関
係
す
ら
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
I
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 

彦
 
 

雅
 
 

平
 
 

森
 
 



管
見
の
限
り
、
高
麗
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
の
端
赤
敷
設
要
求
が
最
初
に
現
れ
る
史
料
は
、
朴
喧
の
起
草
に
か
か
る
「
苔
唐
古
宮
人
 
 

書
」
（
『
東
文
選
』
巻
六
二
）
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
は
高
麗
に
対
し
一
二
三
一
年
よ
り
本
格
的
な
侵
略
を
開
始
す
る
が
、
唐
古
宮
人
と
 
 

は
、
そ
の
一
二
三
五
（
高
宗
二
二
／
太
宗
オ
ゴ
デ
イ
七
）
～
三
九
年
に
お
け
る
侵
攻
を
指
揮
し
た
郎
新
鄭
掛
即
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
 
 

の
書
状
の
正
確
な
日
付
は
不
明
だ
が
、
文
中
に
最
も
下
っ
て
己
亥
（
一
二
三
九
）
年
一
二
月
の
出
来
事
ま
で
が
言
及
さ
れ
る
の
で
、
 
 

そ
れ
以
降
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
二
三
九
年
四
月
、
高
麗
と
モ
ン
ゴ
ル
秒
間
に
休
戦
が
成
立
し
て
唐
古
は
い
っ
た
ん
高
 
 

麗
国
外
に
兵
を
ひ
き
い
た
が
、
翌
年
六
月
、
高
麗
政
府
は
彼
の
も
と
に
遣
使
し
て
い
る
の
で
（
『
高
麗
史
』
巻
二
三
、
高
宗
世
家
、
二
 
 

六
年
四
月
・
二
七
年
六
月
）
、
お
そ
ら
く
そ
の
際
に
高
麗
側
で
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
（
唐
古
宮
人
へ
の
返
書
）
で
は
、
こ
れ
に
先
だ
ち
唐
古
側
か
ら
高
麗
に
示
さ
れ
た
要
求
内
容
が
 
 
 

鴨
緑
江
に
い
た
る
ま
で
民
戸
を
住
み
着
か
せ
て
耕
種
さ
せ
、
使
佐
が
往
来
す
る
際
に
当
た
っ
て
は
酒
供
と
伝
騎
の
馬
匹
を
供
応
 
 

（
5
）
 
 

さ
せ
よ
。
 
 

と
ひ
か
れ
て
い
る
。
鵜
赤
と
い
う
言
葉
こ
そ
示
さ
れ
な
い
が
、
内
容
上
明
ら
か
に
、
こ
の
と
き
高
麗
に
は
鴨
緑
江
ま
で
端
赤
を
敷
設
 
 

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
直
接
に
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
高
麗
に
派
遣
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
使
臣
が
利
用
す
る
姑
 
 
 

満
足
に
吟
味
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
 
 

以
下
の
行
論
で
は
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
本
格
的
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
高
麗
で
粘
赤
の
敷
設
が
本
格
化
す
る
以
屈
の
経
緯
を
 
 

概
観
す
る
と
と
も
に
、
端
赤
の
ル
ー
ト
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
考
察
し
、
そ
の
う
え
で
、
そ
こ
に
現
れ
る
諸
特
徴
が
高
麗
・
元
関
 
 

係
の
い
か
な
る
性
格
を
反
映
す
る
も
の
か
、
私
見
を
提
示
し
て
み
た
い
。
な
お
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
れ
ら
の
鈷
赤
の
運
営
方
式
に
関
 
 

す
る
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
粘
赤
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
I
 
 

ー
‖
砧
赤
敷
設
問
題
の
発
生
 
 



赤
で
あ
る
か
ら
、
王
都
（
当
時
は
江
華
島
に
遷
都
中
）
を
起
点
に
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
高
麗
側
は
返
書
の
 
 

な
か
で
、
国
内
疲
弊
の
た
め
指
示
を
直
ち
に
実
施
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
、
当
面
は
可
能
で
あ
れ
ば
僅
か
な
り
と
も
人
員
を
配
置
す
 
 

る
か
、
官
人
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
使
臣
の
送
迎
に
対
処
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
端
赤
の
敷
設
が
ど
こ
ま
で
実
行
さ
れ
 
 

た
か
は
不
明
だ
が
、
七
年
後
に
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
侵
攻
が
再
開
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
大
し
て
進
展
し
な
い
ま
ま
棚
上
げ
さ
れ
た
 
 

も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

次
に
端
赤
敷
設
要
求
が
明
確
な
形
で
示
さ
れ
る
の
は
、
一
二
五
九
（
高
宗
四
六
／
憲
宗
モ
ン
ケ
九
）
年
に
高
麗
が
モ
ン
ゴ
ル
に
最
 
 

イ
エ
ス
デ
ル
 
 

（
6
）
 
終
的
に
帰
附
し
た
際
で
あ
る
。
当
時
高
麗
方
面
の
経
略
に
あ
た
っ
て
い
た
也
速
達
は
、
高
麗
政
府
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
通
告
し
て
 
 

い
る
 
（
史
料
訳
文
中
の
 
（
 
）
 
は
筆
者
に
よ
る
注
釈
。
以
下
同
じ
）
。
 
 

シ
レ
ム
ン
 
 
 

太
孫
（
の
ち
の
忠
烈
王
）
が
F
羅
間
（
也
速
達
の
使
者
）
を
見
送
っ
た
。
F
羅
間
が
也
速
達
の
牒
を
と
り
だ
し
て
い
う
に
は
、
 
 

「
帝
所
往
来
の
宣
使
及
び
本
処
の
使
者
に
つ
い
て
は
、
沿
路
の
姑
赤
が
不
足
し
て
い
る
。
西
京
（
現
・
平
壌
市
）
以
南
は
汝
の
 
 
 

国
が
粘
赤
を
列
置
し
、
人
戸
や
鋪
馬
」
一
切
の
求
め
る
諸
物
は
以
前
に
照
依
し
て
設
置
し
、
不
足
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
 
 

（
7
）
 
 

に
せ
よ
。
西
京
以
北
の
ま
さ
に
用
い
る
べ
き
端
駅
も
、
ま
た
よ
ろ
し
く
整
え
て
安
置
す
べ
き
で
あ
る
」
。
 
 
 

姑
赤
の
ル
ー
ト
は
西
京
を
基
点
に
説
明
さ
れ
、
ま
ず
「
西
京
以
南
」
に
敷
設
し
て
人
員
や
馬
匹
な
ど
を
整
え
よ
と
い
う
。
「
以
前
に
 
 

照
依
し
て
」
と
は
、
（
以
前
モ
ン
ゴ
ル
が
高
麗
に
姑
赤
敷
設
を
求
め
た
際
の
指
示
に
基
づ
い
て
）
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
つ
に
 
 

は
前
述
し
た
唐
古
の
要
求
が
そ
う
し
た
先
例
に
相
当
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
史
料
に
は
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
な
い
事
件
 
 

が
ほ
か
に
あ
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
（
註
6
参
照
）
。
こ
の
端
赤
は
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
や
也
速
達
が
高
麗
に
遣
使
す
る
際
に
用
い
 
 

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
西
京
以
南
」
と
は
高
麗
王
都
に
い
た
る
ま
で
の
範
囲
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
西
京
以
北
」
に
も
敷
設
せ
よ
と
 
 

い
う
が
、
こ
の
数
年
後
、
モ
ン
ゴ
ル
の
姑
赤
敷
設
要
求
に
対
し
て
高
麗
側
が
（
す
で
に
北
境
ま
で
敷
設
し
た
）
と
反
論
し
た
こ
と
や
 
 

（
後
述
）
、
さ
き
の
唐
古
の
要
求
内
容
な
ど
か
ら
み
て
、
高
麗
北
境
（
鴨
緑
江
）
に
い
た
る
ま
で
が
そ
の
範
囲
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
1
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



慈
悲
嶺
（
白
山
嶺
と
も
い
う
）
は
現
在
の
黄
海
北
道
中
西
部
を
東
西
に
よ
こ
ぎ
る
山
嶺
で
あ
り
、
慈
悲
嶺
以
北
の
高
麗
西
北
部
と
は
、
 
 

当
時
の
広
域
区
画
で
は
西
海
道
の
一
部
と
西
北
面
一
帯
（
現
在
の
黄
海
道
北
辺
と
平
安
道
二
骨
）
 
に
相
当
す
る
。
こ
の
地
域
は
一
二
 
 

六
九
 
（
元
宗
一
〇
／
至
元
六
）
年
に
西
北
面
兵
馬
使
営
の
記
官
荏
坦
ら
が
西
北
面
諸
邑
の
官
吏
を
殺
害
し
て
元
に
内
属
す
る
と
い
う
 
 

事
件
を
お
こ
す
と
、
翌
年
元
の
直
轄
下
に
編
入
さ
れ
、
西
京
を
治
所
と
す
る
東
寧
府
が
お
か
れ
る
に
い
た
る
。
そ
の
後
一
二
七
六
（
忠
 
 

烈
王
二
／
至
元
一
三
）
年
に
は
東
寧
路
に
改
め
ら
れ
、
一
二
八
七
年
に
遼
陽
行
省
が
で
き
る
と
そ
の
所
轄
と
な
り
、
一
二
九
〇
年
に
 
 

高
麗
に
返
還
さ
れ
る
ま
で
、
約
二
〇
年
に
わ
た
り
元
の
一
地
方
単
位
と
し
て
存
在
し
た
。
 
 
 

る
。
 
 
 

上
の
通
達
が
あ
っ
た
頃
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
皇
帝
モ
ン
ケ
が
急
死
し
、
一
二
六
〇
年
に
弟
の
ク
ビ
ラ
イ
が
即
位
す
る
。
す
る
と
ク
ビ
 
 

（
8
）
 
 

ラ
イ
は
、
一
二
六
二
年
に
「
新
附
之
国
」
 
の
義
務
と
し
て
「
郵
」
の
設
置
を
再
び
高
麗
に
要
求
し
て
き
た
。
し
か
し
翌
年
、
こ
れ
に
 
 

対
し
て
高
麗
側
が
（
す
で
に
北
境
ま
で
端
赤
を
敷
設
し
た
）
（
置
郵
事
…
而
曾
設
至
北
境
）
 
と
反
論
し
 
（
『
高
麗
史
』
巻
二
五
、
元
宗
 
 

世
象
、
四
年
四
月
甲
寅
）
、
元
側
も
「
置
駅
」
を
免
じ
る
と
い
う
形
で
要
求
を
と
り
さ
げ
て
い
る
（
『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
高
麗
伝
、
 
 

中
統
四
年
一
一
月
）
。
こ
れ
を
み
る
限
り
、
端
赤
の
敷
設
は
あ
る
程
度
実
行
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
の
端
 
 

赤
は
決
し
て
充
分
な
も
の
で
は
な
く
、
一
二
六
八
年
に
も
た
ら
さ
れ
た
ク
ビ
ラ
イ
の
詔
で
も
「
粗
あ
ら
立
」
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
に
と
 
 

ど
ま
っ
て
い
る
 
（
『
高
麗
史
』
巻
二
六
、
元
宗
世
家
、
九
年
三
月
壬
申
）
。
こ
れ
は
帰
服
当
初
の
高
麗
政
府
内
に
対
元
強
硬
論
が
根
強
 
 

く
残
り
、
両
国
の
関
係
が
必
ず
し
も
安
定
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
二
七
〇
年
に
強
硬
派
が
抑
え
 
 

ら
れ
王
都
が
江
華
島
よ
り
開
京
（
現
・
開
城
市
）
 
に
戻
さ
れ
る
と
、
高
麗
政
府
が
対
元
協
調
路
線
を
進
め
る
な
か
で
、
端
赤
の
敷
設
 
 

（
9
）
 
 

も
ま
た
本
格
化
す
る
の
で
あ
る
 

二
 
慈
悲
嶺
以
北
の
高
麗
西
北
部
に
お
け
る
ル
ー
ト
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
二
二
に
ひ
く
元
の
政
書
『
経
世
大
典
』
粘
赤
の
記
事
に
元
朝
各
省
の
端
赤
敷
設
状
況
を
示
し
た
箇
所
が
あ
 
 

る
が
、
そ
こ
に
東
寧
路
所
轄
の
粘
が
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
史
料
A
）
。
 
 

A
 
東
寧
路
所
轄
馬
粘
一
十
処
、
馬
四
百
六
十
二
匹
。
洞
仙
粘
、
馬
四
十
四
匹
。
生
陽
端
、
馬
五
十
三
匹
。
林
原
端
、
馬
七
十
三
匹
。
 
 
 

安
定
端
、
馬
三
十
九
匹
。
雲
興
端
、
馬
四
十
九
匹
。
宣
州
姑
、
馬
三
十
九
匹
。
霊
州
端
、
馬
四
十
一
匹
。
 
 
 

東
寧
路
の
粘
数
は
計
一
〇
ヶ
所
だ
が
、
個
別
の
端
名
は
七
つ
し
か
あ
が
ら
な
い
。
馬
匹
数
も
路
全
体
で
四
六
二
匹
で
あ
る
の
に
対
 
 

し
、
各
端
の
馬
匹
の
合
計
は
三
三
八
匹
に
と
ど
ま
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
鈷
名
が
東
寧
路
の
粘
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
各
態
と
も
、
『
高
麗
史
』
地
理
志
所
載
の
州
府
郡
県
名
、
及
び
『
高
麗
史
』
巻
八
二
、
兵
志
、
端
駅
所
載
の
二
二
駅
道
の
 
 

駅
名
一
覧
記
事
（
以
下
、
駅
名
記
事
）
と
照
合
し
て
、
次
の
よ
う
に
位
置
比
定
で
き
る
（
駅
名
に
［
 
］
で
附
し
た
地
名
は
該
駅
が
 
 

（
川
）
 
 

属
す
州
府
郡
県
。
以
下
同
じ
）
。
 
 

洞
仙
姑
 
洞
仙
駅
［
黄
州
（
現
・
黄
海
北
道
黄
州
郡
）
］
。
本
駅
は
朝
鮮
初
に
鳳
山
郡
（
現
・
黄
海
北
道
鳳
山
郡
）
 
の
北
」
五
里
（
本
 
 

】
珊
爪
 
 

稿
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
距
離
単
位
の
里
は
朝
鮮
里
（
一
里
＝
約
〇
・
四
k
m
）
を
さ
す
）
の
地
に
遷
さ
れ
る
が
、
高
麗
時
代
の
所
 
 

在
地
に
つ
い
て
は
、
高
麗
末
の
李
穂
が
慈
悲
嶺
に
あ
る
羅
漢
堂
の
立
地
を
「
嶺
の
北
に
拠
り
洞
仙
粘
を
傭
」
し
み
る
と
記
し
た
こ
と
 
 

が
参
考
に
な
る
（
『
牧
隠
文
藁
』
巻
三
、
慈
悲
嶺
羅
漢
堂
記
）
。
こ
の
「
洞
仙
端
」
と
は
端
赤
の
粘
そ
の
も
の
に
も
み
え
る
が
、
こ
の
 
 

（
1
2
）
 
 

文
章
は
高
麗
が
元
の
直
接
的
な
影
響
下
か
ら
脱
し
て
ゆ
く
一
三
五
六
年
以
降
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
、
元
の
肝
い
り
で
敷
設
さ
れ
た
 
 

端
赤
が
そ
の
頃
ま
で
残
置
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
が
残
る
。
高
麗
末
の
史
料
で
は
在
来
の
駅
が
態
と
も
表
記
さ
れ
る
の
で
（
後
述
）
、
む
 
 

し
ろ
こ
こ
で
は
洞
仙
駅
の
こ
と
を
さ
す
よ
う
に
も
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
洞
仙
駅
、
及
び
そ
の
地
に
お
か
れ
た
洞
 
 

仙
姑
は
慈
悲
嶺
の
北
麓
附
近
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

生
陽
姑
 
生
陽
駅
［
西
京
］
。
駅
の
位
置
は
朝
鮮
前
期
の
地
方
志
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
（
以
下
『
勝
覧
』
）
巻
五
二
、
平
安
道
、
中
 
 

和
郡
（
現
・
平
壌
市
中
和
郡
）
、
駅
院
、
生
陽
駅
に
「
郡
の
西
二
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
粘
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



林
原
姑
 
林
原
駅
［
西
京
］
。
駅
の
位
置
は
『
勝
覧
』
巻
五
一
、
平
安
道
、
平
壌
府
、
古
跡
、
林
原
駅
に
「
府
の
北
二
〇
里
に
在
る
」
 
 

と
あ
る
。
 
 

安
定
鈷
 
安
定
駅
［
西
京
］
。
駅
の
位
置
は
『
勝
覧
』
巻
五
二
、
平
安
道
、
順
安
県
、
駅
院
、
安
定
駅
に
「
県
内
に
在
る
」
と
あ
る
。
 
 

順
安
県
（
現
・
平
壌
市
順
安
区
域
）
は
高
麗
時
代
に
は
順
和
県
と
い
い
西
京
の
西
郊
に
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
太
祖
五
 
（
一
三
九
六
）
年
 
 

（
1
3
）
 
 

に
安
定
駅
の
地
に
移
さ
れ
た
。
 
 

雲
興
鈷
 
雲
興
駅
［
郭
州
（
現
・
平
安
北
道
郡
山
郡
）
］
。
駅
の
位
置
は
『
勝
覧
』
巻
五
三
、
平
安
道
、
郭
山
郡
、
駅
院
、
雲
興
駅
に
 
 

「
郡
の
北
一
七
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
 
 

宣
州
姑
 
宣
州
。
本
州
は
朝
鮮
時
代
に
宣
川
郡
と
改
め
ら
れ
る
が
、
『
勝
覧
』
巻
五
三
、
平
安
道
、
宣
川
郡
、
古
跡
、
東
林
城
に
「
郡
 
 

の
北
六
二
里
に
荏
る
。
即
ち
古
の
宣
州
城
で
あ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
す
で
に
一
三
六
〇
年
の
記
録
に
「
古
宣
州
」
が
現
れ
る
（
『
高
麗
 
 

史
』
巻
三
九
、
恭
懸
王
世
家
、
九
年
二
月
突
酉
）
。
す
な
わ
ち
宣
州
は
は
じ
め
東
林
城
（
現
・
平
安
北
道
東
林
郡
）
 
に
あ
っ
た
が
、
一
 
 

三
六
〇
年
ま
で
に
朝
鮮
時
代
の
宣
川
郡
の
地
（
現
・
平
安
北
道
宣
川
郡
）
 
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
津
田
左
右
吉
［
一
九
六
二
b
、
三
 
 

四
七
～
八
頁
］
は
移
転
時
期
を
、
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
を
海
島
に
避
け
て
い
た
宣
州
が
一
二
六
一
（
元
宗
二
／
中
統
二
）
年
に
半
島
本
 
 

土
に
も
ど
っ
た
際
と
推
測
す
る
が
、
断
定
は
し
が
た
い
。
宣
州
端
の
位
置
に
つ
い
て
は
新
旧
ニ
ケ
所
の
宣
州
を
候
補
と
し
て
あ
げ
る
 
 

に
と
ど
め
る
。
 
 

霊
州
姑
 
霊
州
。
本
州
は
朝
鮮
初
に
は
廃
さ
れ
て
お
り
、
『
勝
覧
』
巻
五
三
、
平
安
道
、
義
州
牧
、
古
跡
、
古
霊
州
に
「
州
（
義
州
）
 
 

（
1
4
）
 
の
南
五
五
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
現
在
の
平
安
北
道
枇
幌
郡
の
地
に
比
定
さ
れ
る
。
 
 
 

史
料
A
の
七
端
は
以
上
の
ご
と
く
比
定
さ
れ
る
。
そ
の
記
載
順
は
地
理
的
に
は
南
↓
北
の
順
で
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ト
は
東
寧
路
の
 
 

管
轄
地
域
を
南
北
に
ほ
ぼ
縦
断
す
る
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

同
じ
端
赤
ル
ー
ト
に
関
す
る
記
録
は
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
二
六
に
ひ
く
元
代
大
都
（
現
・
北
京
市
）
 
の
地
方
志
『
析
津
志
』
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
姑
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 

八
四
 
 



大
都
東
西
館
馬
歩
姑
の
「
天
下
粘
名
」
に
も
み
え
る
。
元
朝
各
地
の
姑
赤
ル
ー
ト
を
示
す
そ
の
記
事
で
は
、
涛
州
（
現
・
遼
寧
省
藩
 
 

陽
市
）
・
東
京
（
現
・
遼
寧
省
遼
陽
市
）
を
へ
て
鴨
緑
江
下
流
附
近
の
駅
昌
粘
（
現
・
遼
寧
省
丹
東
市
）
 
に
い
た
る
ル
ー
ト
を
示
し
た
 
 

う
え
で
、
そ
の
先
に
続
く
ル
ー
ト
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
以
下
、
史
料
B
）
。
 
 

B
 
誼
州
六
十
霊
州
九
十
五
宣
州
九
十
雲
興
百
二
十
安
信
九
十
都
獲
九
十
粛
州
宣
十
五
安
定
六
十
五
東
寧
六
十
生
陽
 
 

洞
仙
。
其
東
海
、
其
北
接
合
願
府
。
 
 
 

史
料
中
の
数
値
は
鶴
間
の
里
程
で
あ
る
。
計
一
一
端
の
う
ち
、
霊
州
・
宣
州
・
雲
興
・
安
定
・
生
陽
・
洞
仙
の
六
姑
は
史
料
A
と
 
 

（
1
5
）
 
一
致
し
、
そ
の
記
載
順
か
ら
史
料
B
で
は
史
料
A
と
は
逆
に
北
↓
南
の
順
に
端
名
が
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
他
の
五
 
 

粘
の
位
置
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
比
定
さ
れ
る
。
 
 

東
寧
祐
 
乗
寧
路
の
治
所
で
あ
っ
た
西
京
（
平
壌
）
 
に
お
か
れ
た
鈷
で
あ
ろ
う
。
 
 

粛
州
砧
 
粛
州
（
現
・
平
安
南
道
粛
川
郡
）
。
 
 

安
信
砧
 
安
倍
駅
［
嘉
州
（
現
・
平
安
北
道
雲
田
郡
）
］
。
『
勝
覧
』
巻
五
二
、
平
安
道
、
嘉
山
郡
（
高
麗
の
嘉
州
）
、
古
跡
、
安
信
駅
 
 

に
「
古
基
が
郡
の
北
二
〇
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
 
 

都
獲
砧
 
安
北
大
都
護
府
（
現
・
平
安
南
道
安
州
市
）
。
都
獲
姑
は
安
信
態
と
粛
州
端
の
間
に
位
置
す
る
が
、
管
見
で
は
該
地
域
に
「
都
 
 

獲
」
と
い
う
地
名
は
み
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
高
麗
時
代
、
安
倍
駅
と
粛
州
の
中
間
に
は
安
北
大
都
護
府
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
西
京
 
 

と
鴨
緑
江
下
流
方
面
を
む
す
ぶ
幹
線
路
上
に
あ
っ
て
清
川
江
を
振
す
る
要
衝
で
あ
り
、
端
を
お
く
位
置
と
し
て
少
な
く
と
も
不
自
然
 
 

で
は
な
い
。
し
か
も
『
元
史
』
巻
五
九
、
地
理
志
、
遼
陽
等
処
行
中
書
省
、
東
寧
路
に
み
え
る
「
都
護
府
」
と
は
安
北
大
都
護
府
を
 
 

さ
す
と
考
え
ら
れ
［
箭
内
一
九
一
三
、
三
四
四
～
五
頁
。
津
田
一
九
六
四
b
、
三
五
七
～
八
貢
］
、
元
で
は
安
北
大
都
護
府
が
単
に
都
 
 

護
府
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
字
形
の
類
似
か
ら
都
護
が
都
獲
と
誤
記
さ
れ
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

都
獲
粘
は
安
北
大
都
護
府
に
お
か
れ
、
本
来
は
都
護
砧
と
表
記
さ
れ
た
と
お
も
う
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



誼
州
姑
 
義
州
（
現
・
平
安
北
道
義
州
郡
）
。
誼
州
端
は
霊
州
端
と
鴨
緑
江
北
側
の
駅
昌
態
と
の
間
に
位
置
し
、
鴨
緑
江
下
流
附
近
に
 
 

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
地
名
は
『
元
史
』
巻
一
四
、
世
祖
本
紀
、
室
元
二
四
（
一
二
八
七
）
年
九
月
辛
卯
に
も
「
東
京
・
 
 

．
（
1
6
）
 
誼
・
静
・
麟
・
威
遠
・
婆
婆
等
の
地
が
大
い
に
長
雨
と
な
り
、
江
の
水
が
溢
れ
民
田
を
没
し
た
」
と
現
れ
る
。
「
静
・
麟
・
威
遠
」
と
 
 

は
鴨
緑
江
下
流
附
近
に
あ
っ
た
高
麗
西
北
面
の
州
鎮
、
静
州
・
麟
州
・
威
遠
鎮
の
こ
と
で
、
慈
悲
嶺
以
北
の
地
が
元
に
直
轄
さ
れ
て
 
 

（
1
7
）
 
い
た
当
時
は
、
上
の
記
事
に
み
え
る
婆
婆
府
（
現
・
遼
寧
省
丹
東
市
）
 
の
所
轄
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
邑
や
東
京
（
遼
陽
）
と
と
 
 

も
に
水
害
に
み
ま
わ
れ
た
「
誼
」
と
は
史
料
B
の
「
誼
州
」
と
同
一
で
あ
り
、
「
静
」
や
「
麟
」
と
同
様
に
州
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
華
書
局
『
元
史
』
標
点
本
［
三
〇
〇
・
三
〇
五
頁
］
が
こ
の
「
誼
」
（
誼
州
）
を
義
州
 
 

に
比
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
高
麗
・
朝
鮮
時
代
を
通
じ
、
義
州
は
鴨
緑
江
下
流
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
と
遼
東
地
方
を
心
す
ぶ
交
通
の
 
 

（
1
8
）
 
要
衝
で
あ
っ
た
。
元
～
高
麗
間
を
往
来
す
る
者
も
こ
こ
を
通
過
し
た
こ
と
が
記
録
に
み
え
て
い
る
。
鴨
緑
江
の
対
岸
で
は
駅
昌
鮨
に
 
 

い
た
り
、
南
方
で
は
霊
州
に
い
た
る
の
で
、
史
料
B
に
お
け
る
誼
州
の
位
置
関
係
に
も
符
合
す
る
。
し
か
も
当
時
、
駅
昌
端
～
霊
州
 
 

間
の
地
に
お
い
て
州
が
つ
く
地
名
は
、
前
記
の
静
州
と
麟
州
を
の
ぞ
け
ば
義
州
以
外
に
は
み
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
華
北
 
 

（
1
9
）
 
 

の
漢
語
で
も
、
お
そ
ら
く
は
朝
鮮
語
で
も
誼
と
義
は
同
音
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
意
味
の
上
で
も
通
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
誼
 
 

州
は
義
州
の
異
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
 
 

●
●
●
 
 
前
出
の
李
椅
は
一
三
五
三
 
（
恭
懸
王
二
／
至
正
一
三
）
年
に
入
元
し
た
際
の
一
連
の
紀
行
詩
の
な
か
、
そ
の
途
上
で
「
義
州
祐
乗
 
 

上
房
」
に
宿
泊
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
高
麗
西
北
辺
方
面
の
旅
程
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
「
義
州
姑
」
は
ま
さ
し
 
 

く
 
く
義
州
に
関
わ
る
も
の
ら
し
い
（
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
二
）
。
そ
も
そ
も
粘
は
モ
ン
ゴ
ル
語
j
a
m
の
音
写
で
、
朝
鮮
時
代
ま
で
に
朝
鮮
語
に
 
 

と
り
こ
ま
れ
た
が
、
本
来
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
高
麗
に
も
た
ら
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
元
代
中
国
の
文
献
で
は
す
で
に
駅
と
粘
が
混
用
さ
 
 

れ
て
い
る
。
高
麗
側
の
文
献
で
も
元
朝
帰
服
後
よ
り
実
体
の
判
別
し
が
た
い
「
端
」
の
用
例
が
現
れ
、
少
な
く
と
も
一
四
世
紀
中
葉
 
 

（
2
0
）
 
以
降
は
明
ら
か
に
在
来
の
駅
を
「
端
」
と
記
し
た
例
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
高
麗
で
は
個
別
の
駅
・
端
名
を
表
記
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
ト
 
 



す
る
際
に
、
在
来
の
（
駅
）
と
端
赤
の
（
姑
）
を
使
い
分
け
る
傾
向
を
み
せ
る
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
記
の
李
稼
が
三
度
の
入
 
 

元
（
註
1
2
参
照
）
に
際
し
て
記
し
た
紀
行
詩
で
は
、
元
の
端
を
「
彰
義
範
」
・
「
開
州
姑
」
・
「
東
八
端
」
と
表
す
の
に
対
し
、
高
麗
の
 
 

駅
を
「
良
冊
駅
」
（
良
策
駅
）
・
「
長
林
駅
」
・
「
神
安
駅
／
新
安
駅
」
と
表
し
て
い
る
（
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
二
・
三
）
。
ま
た
李
承
休
も
、
 
 

一
二
七
三
（
元
宗
一
四
／
至
元
一
〇
）
年
に
入
元
し
た
際
の
詩
文
録
の
な
か
、
元
の
端
を
「
渥
頭
端
」
（
崖
頭
姑
の
誤
り
）
と
表
す
の
 
 

●
 
 

●
 
に
対
し
、
高
麗
の
駅
を
「
興
義
駅
」
と
表
し
て
い
る
（
李
承
休
『
動
安
居
士
文
集
』
「
動
安
居
士
行
録
」
巻
四
、
賓
王
録
）
。
た
だ
李
 
 

椿
の
詩
に
は
元
の
崖
頭
砧
を
「
崖
頭
駅
」
と
記
し
た
個
所
も
あ
り
（
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
三
）
、
端
と
駅
の
使
い
分
け
が
常
に
徹
底
さ
れ
 
 
 

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
（
他
に
前
出
の
興
義
駅
に
対
応
す
る
「
興
義
端
」
の
例
も
あ
る
が
、
ナ
」
れ
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
ゆ
え
に
「
姑
」
 
 

と
い
う
表
記
だ
け
を
根
拠
に
「
義
州
粘
」
を
端
赤
の
端
と
断
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
場
合
、
「
姑
」
名
と
し
て
 
 

義
州
と
い
う
州
名
が
用
い
ら
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
註
1
0
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
麗
の
駅
は
州
府
郡
県
内
の
単
な
る
交
通
施
設
で
 
 

は
な
く
、
州
府
郡
県
と
は
区
別
さ
れ
る
別
個
の
地
方
単
位
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
州
府
郡
県
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
駅
名
は
ま
れ
 
 

●  

（
空
 
 

（
2
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
（
義
州
駅
）
な
る
駅
名
は
い
ま
の
と
こ
ろ
史
料
上
に
確
認
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
義
州
の
属
駅
は
会
元
駅
）
。
 
 

そ
こ
で
筆
者
は
、
「
義
州
端
」
は
文
字
ど
お
り
義
州
に
お
か
れ
た
粘
赤
の
姑
で
あ
り
、
誼
州
砧
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
 
 
 

以
上
、
史
料
B
の
粘
の
う
ち
史
料
A
に
み
え
な
い
五
端
に
つ
い
て
比
定
を
試
み
た
。
そ
れ
ら
の
地
理
的
位
置
関
係
は
史
料
B
に
お
 
 

け
る
端
の
配
列
順
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
問
題
が
残
る
。
史
料
A
で
は
東
寧
路
の
総
鵜
数
を
一
〇
と
す
る
が
、
史
料
A
・
B
に
現
れ
る
個
別
の
端
名
は
計
一
ニ
ケ
所
 
 

に
達
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
う
ち
史
料
B
だ
け
に
み
え
る
誼
州
姑
は
東
寧
路
域
内
の
端
数
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
同
姑
が
所
 
 

在
す
る
義
州
は
東
寧
府
発
足
直
後
の
一
二
七
〇
年
末
に
婆
婆
府
に
転
属
さ
れ
て
お
り
（
『
元
史
』
巻
七
、
世
祖
本
紀
、
至
元
七
年
閏
一
 
 

一
月
己
巳
）
、
同
端
が
東
寧
路
の
存
続
期
間
中
に
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
婆
婆
府
か
同
府
を
管
轄
す
る
遼
陽
路
の
所
轄
と
な
っ
た
は
 
 

（
2
3
）
 
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
一
端
分
の
ず
れ
が
残
る
。
次
に
こ
の
間
題
を
検
討
し
ょ
う
（
表
参
照
）
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
粘
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



史料A   史料B   高麗での行政単位名  

誼州   
義州   

霊州   霊州   霊州   

宣州   宣州   宣州   

雲興   雲興   雲興駅  

安信   
安信駅  

都獲   安北大都護府  

粛州   粛州   

安定   安定   安定駅   

林原  林原駅  

東寧   西京   

生陽   生陽   生陽駅   

洞仙   洞仙   洞仙駅   

と
で
「
天
下
粘
名
」
 
の
記
事
年
代
が
大
略
推
定
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

ア
ム
ガ
の
父
ダ
ル
マ
バ
ラ
は
至
元
初
年
（
一
二
六
四
）
 
に
生
ま
れ
（
『
元
史
』
巻
二
五
、
順
宗
伝
）
、
同
一
八
年
（
一
二
八
一
）
 
 

一
八
歳
に
し
て
次
子
カ
イ
シ
ャ
ン
を
生
ん
だ
か
ら
（
『
元
史
』
巻
二
二
、
武
宗
本
紀
）
、
そ
の
年
齢
よ
り
常
識
的
に
考
え
て
長
子
の
ア
 
 

ム
ガ
は
カ
イ
シ
ャ
ン
に
先
立
つ
こ
と
数
年
以
内
に
生
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ゆ
え
に
東
寧
路
が
廃
さ
れ
た
二
一
九
〇
年
当
時
、
ア
ム
 
 

（
2
5
）
 
ガ
は
せ
い
ぜ
い
一
〇
代
前
半
の
少
年
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
は
父
ダ
ル
マ
バ
ラ
が
存
命
中
な
の
で
、
幼
 
 

い
ア
ム
ガ
が
す
で
に
「
大
王
」
と
し
て
自
ら
の
政
務
機
関
「
王
府
」
を
構
え
て
い
た
と
は
い
さ
さ
か
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
少
な
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 

表：史料A・Bの粘名比較   

ま
ず
史
料
A
と
B
の
記
載
内
容
の
年
代
差
を
指
摘
し
た
い
。
『
経
世
大
 
 

典
』
は
二
二
三
一
年
に
成
る
が
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
る
史
料
A
は
一
二
 
 

七
六
～
九
〇
年
に
お
か
れ
た
東
寧
路
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
一
方
、
 
 

（
2
4
）
 
『
析
津
志
』
は
元
末
（
一
四
世
紀
後
半
）
 
に
成
立
し
た
。
そ
こ
に
収
め
 
 

ら
れ
た
史
料
B
を
含
む
「
天
下
端
名
」
町
記
事
に
は
紀
年
が
な
く
、
一
 
 

見
す
る
限
り
他
文
献
か
ら
の
単
純
な
移
録
に
も
み
え
な
い
の
で
、
『
析
津
 
 

志
』
編
者
が
編
纂
当
時
の
状
況
を
記
録
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
 
 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
な
か
に
史
料
A
を
収
め
る
『
経
世
大
典
』
端
 
 

赤
の
各
省
端
名
記
事
に
は
記
載
が
な
い
ア
ム
ガ
な
る
モ
ン
ゴ
ル
王
名
を
 
 

付
し
た
「
阿
木
苛
大
王
府
」
端
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
ム
ガ
 
 

大
王
と
は
武
宗
皇
帝
カ
イ
シ
ャ
ン
・
仁
宗
皇
帝
ア
ユ
ル
パ
ル
ワ
ダ
の
庶
 
 

兄
、
親
王
ア
ム
ガ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
［
H
a
m
b
i
s
一
九
四
五
、
 
 

一
三
三
頁
。
同
一
九
五
四
、
一
七
頁
］
、
彼
の
活
動
状
況
を
検
討
す
る
こ
 
 

1
＼
「
＼
 
ノ
ノ
 
 



く
と
も
『
元
史
』
で
は
、
彼
は
一
三
〇
二
年
に
な
っ
て
「
親
王
」
と
し
て
は
じ
め
て
登
場
す
る
（
『
元
史
』
巻
二
〇
、
成
宗
本
紀
、
大
 
 

徳
六
年
一
一
月
戊
午
）
。
ア
ム
ガ
は
一
四
世
紀
初
め
に
二
人
の
異
母
弟
が
皇
帝
と
な
る
に
及
び
、
「
親
王
」
と
し
て
元
朝
政
界
で
一
定
 
 

の
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
る
が
、
彼
が
「
大
王
」
と
し
て
「
王
府
」
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
ろ
で
は
 
 

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
『
析
津
志
』
「
天
下
姑
名
」
 
に
「
阿
木
寄
大
王
府
」
端
が
記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
遅
く
 
 

と
も
一
二
九
〇
年
ま
で
の
状
況
を
表
す
史
料
A
に
対
し
、
史
料
B
が
そ
れ
以
降
の
状
況
を
表
す
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
史
料
B
の
粘
名
か
ら
誼
州
端
を
の
ぞ
く
と
、
そ
の
総
数
は
史
料
A
が
記
す
総
端
数
一
〇
に
一
致
す
る
 
 

こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
史
料
B
に
は
史
料
A
に
記
載
さ
れ
た
林
原
端
が
み
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
史
料
B
か
ら
林
原
端
が
漏
れ
て
い
 
 

が
示
す
総
端
数
が
二
の
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
は
考
え
に
く
い
。
ま
ず
、
林
原
姑
が
お
か
れ
た
林
原
駅
 
 

る
の
で
あ
れ
ば
、
史
料
A
の
段
階
で
計
一
〇
粘
あ
っ
た
東
寧
路
域
内
の
端
が
史
料
B
の
段
階
ま
で
に
一
一
粘
に
増
え
た
か
、
史
料
A
 
 
 

か
ら
東
寧
端
が
お
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
西
京
ま
で
は
、
僅
か
二
〇
里
（
約
八
k
m
）
に
す
ぎ
な
い
（
前
述
）
。
こ
れ
に
対
し
、
高
麗
西
北
 
 

部
に
お
け
る
他
の
姑
間
隔
を
地
図
上
で
検
証
す
る
と
、
明
ら
か
に
三
〇
加
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
二
〇
～
三
〇
k
m
の
範
 
 

囲
に
収
ま
る
よ
う
で
遜
る
。
元
の
端
は
六
〇
中
国
里
（
約
三
三
加
）
ご
と
に
設
置
す
る
の
が
標
準
的
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
 
 

（
2
6
）
 
か
ら
、
そ
も
そ
も
高
麗
西
北
部
で
は
や
や
短
め
の
間
隔
で
端
を
お
く
傾
向
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
く
ら
べ
て
も
、
 
 

林
原
端
～
東
寧
鶴
間
の
短
さ
は
き
わ
だ
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
近
接
し
て
砧
が
設
置
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
ま
た
林
 
 

（
2
7
）
 
 

原
端
は
安
定
粘
と
東
寧
端
の
間
に
位
置
す
る
が
、
史
料
B
で
は
安
定
態
と
東
寧
端
の
間
に
里
程
を
記
し
て
お
り
、
両
端
を
隣
り
あ
う
 
 

も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
表
記
上
は
み
え
る
。
ゆ
え
に
史
料
B
の
段
階
で
は
林
原
端
が
実
際
に
存
在
し
な
か
っ
 
 

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
史
料
A
で
は
林
原
姑
を
含
め
て
計
一
〇
姑
と
さ
れ
る
ゆ
え
、
誼
州
姑
を
除
く
史
料
B
の
一
〇
砧
の
う
ち
、
一
端
は
史
 
 

料
A
の
段
階
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
史
料
A
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
安
信
鵜
・
都
獲
端
・
粛
州
端
・
東
寧
端
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



図1   

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
ー
 
 

※宣州姑については暫定的に現在の宣川郡の位置で表示。  

九
〇
 
 
 

の
い
ず
れ
か
だ
が
、
当
然
、
林
原
態
と
の
併
存
が
考
え
に
く
 
 

い
東
寧
鮨
が
該
当
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
史
料
A
の
段
階
で
は
 
 

安
定
端
と
生
陽
端
の
間
に
林
原
端
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
史
 
 

料
B
の
段
階
ま
で
に
東
寧
端
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

（
2
8
）
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

二
一
九
〇
年
に
東
寧
路
が
高
麗
に
返
還
さ
れ
た
際
、
婆
婆
 
 

府
管
下
の
義
州
も
あ
わ
せ
て
返
還
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
 
 

［
津
田
一
九
六
四
b
∵
二
六
四
貢
］
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
 
 

地
域
の
諸
端
が
高
麗
西
北
領
内
に
残
さ
れ
、
結
果
的
に
、
史
 
 

料
B
が
示
す
よ
う
な
誼
州
－
霊
州
－
宣
州
－
雲
興
－
安
信
 
 

（
マ
マ
）
 
 

－
都
獲
－
粛
州
－
安
定
－
東
宮
丁
生
陽
－
洞
仙
と
い
う
端
 
 

赤
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
 
（
図
 
 

1
）
。
な
お
こ
の
ル
ー
ト
は
、
開
京
と
義
州
を
む
す
ぶ
軍
事
・
 
 

外
交
上
重
要
な
在
来
の
幹
線
駅
路
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 



三
 
慈
悲
嶺
以
南
の
高
麗
中
・
南
部
に
お
け
る
ル
Ⅰ
卜
 
 

高
麗
に
敷
設
さ
れ
た
粘
赤
に
つ
い
て
の
べ
た
史
料
と
し
て
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
『
元
史
』
巻
一
一
、
世
祖
本
紀
に
掲
 
 

げ
ら
れ
た
次
の
ふ
た
つ
の
記
事
が
あ
る
 
（
以
下
、
史
料
C
、
D
）
。
 
 

C
 
高
麗
国
が
初
め
て
置
い
た
駅
姑
の
民
が
食
糧
難
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
一
年
間
食
糧
を
倶
給
す
る
よ
う
に
命
じ
、
よ
っ
て
使
臣
 
 

（
2
9
）
 
 
 

が
往
来
す
る
際
に
飲
食
を
要
求
し
な
い
よ
う
禁
じ
る
。
《
至
元
一
七
年
七
月
戊
申
》
 
 

D
 
高
麗
国
王
王
賭
（
忠
烈
王
）
が
、
「
本
国
は
四
〇
の
駅
を
お
い
た
が
人
と
家
畜
が
疲
弊
し
て
い
る
」
と
い
う
の
で
、
勅
し
て
二
〇
 
 

（
3
0
）
 
 
 

端
に
合
併
し
、
よ
っ
て
馬
価
八
〇
〇
錠
を
支
給
す
る
。
《
至
元
一
八
年
六
月
壬
辰
》
 
 
 

両
記
事
は
紀
年
が
一
二
八
〇
年
、
二
一
八
一
年
と
一
年
し
か
違
わ
ず
、
史
料
C
の
「
高
麗
国
が
初
め
て
置
い
た
駅
端
」
＝
史
料
D
の
 
 

「
四
〇
の
駅
」
と
み
ら
れ
る
が
、
高
麗
で
は
遅
く
と
も
一
二
世
紀
初
め
ま
で
に
五
〇
〇
を
こ
え
る
駅
が
二
二
の
駅
道
に
体
系
化
さ
れ
 
 

た
の
で
、
在
来
の
駅
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
に
し
て
は
「
駅
」
の
数
が
少
な
す
ぎ
る
。
そ
も
そ
も
在
来
の
駅
な
ら
ば
一
三
世
紀
末
に
 
 

も
な
っ
て
「
初
め
て
置
い
た
」
と
は
い
わ
な
い
だ
ろ
う
。
か
と
い
っ
て
、
西
北
部
一
帯
（
東
寧
路
）
ば
か
り
か
東
北
辺
（
讐
城
総
管
 
 

府
）
と
済
州
島
（
耽
羅
軍
民
都
連
魯
花
赤
総
管
府
）
ま
で
が
元
に
直
轄
さ
れ
高
麗
の
版
図
が
縮
小
し
て
い
た
こ
の
時
期
（
後
述
）
、
四
 
 

〇
も
の
駅
が
突
如
増
設
さ
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
「
駅
姑
」
の
維
持
・
運
営
に
は
元
の
意
思
が
強
く
は
 
 

た
ら
き
、
救
済
物
資
の
支
給
、
利
用
禁
則
か
ら
「
駅
」
／
「
端
」
の
統
廃
合
に
い
た
る
ま
で
そ
の
控
制
が
及
ん
で
い
た
。
で
あ
れ
ば
両
 
 

記
事
は
、
元
の
意
向
に
よ
り
高
麗
で
撃
え
ら
れ
た
姑
赤
の
端
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
と
従
来
ど
お
り
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 

一
二
七
九
年
元
が
高
麗
に
遣
使
し
て
「
姑
駅
」
を
「
点
視
」
さ
せ
た
の
も
（
『
高
麗
史
』
巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
、
五
年
一
〇
月
己
卯
）
、
 
 

こ
の
端
赤
に
対
す
る
査
察
だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
西
北
部
が
元
に
直
轄
さ
れ
て
い
た
一
二
八
〇
年
前
後
、
す
で
に
高
麗
 
 

ト
ド
カ
ス
ン
 
 

国
内
に
も
端
赤
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
期
に
端
赤
利
用
の
取
締
官
た
る
脱
脱
禾
孫
が
ク
ビ
ラ
イ
の
命
に
よ
っ
て
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



（
3
1
）
 
開
京
・
忠
清
道
・
全
羅
道
・
慶
尚
道
に
配
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
時
期
、
高
麗
は
元
の
第
二
次
日
本
遠
征
（
一
二
八
一
）
を
助
勢
し
て
そ
の
準
備
と
実
施
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
『
高
麗
史
』
巻
 
 

八
二
、
兵
志
、
端
駅
に
収
め
る
思
量
王
の
教
（
以
下
、
史
料
E
）
中
に
み
え
る
、
日
本
遠
征
に
際
し
て
敷
設
さ
れ
た
「
鮨
」
と
は
、
 
 

ま
さ
し
く
上
記
の
鈷
赤
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

E
 
〔
忠
烈
王
〕
三
四
（
一
三
〇
八
）
年
八
月
、
思
量
王
が
即
位
し
、
一
一
月
に
教
を
下
し
て
い
う
に
は
、
「
西
海
道
の
巴
山
嶺
に
い
た
 
 

る
七
粘
、
及
び
会
源
・
耽
羅
に
む
か
う
沿
道
の
端
の
戸
は
、
先
ご
ろ
日
本
遠
征
の
際
に
各
道
の
人
戸
な
ら
び
に
流
移
の
人
物
を
 
 
 

年
限
を
設
骨
て
入
居
さ
せ
た
が
、
い
ま
に
い
た
る
ま
で
そ
の
ま
ま
で
、
い
ま
だ
交
替
し
て
い
な
い
。
あ
渇
い
は
死
亡
者
が
あ
れ
 
 
 

ば
、
そ
の
邑
に
欠
員
分
を
充
当
さ
せ
て
お
り
、
馬
匹
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
．
怨
嗟
の
声
は
非
常
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
有
司
 
 

（
3
2
）
 
 
 
に
し
か
る
べ
き
者
を
選
ん
で
端
役
に
あ
て
さ
せ
、
各
邑
の
人
戸
は
み
な
本
に
か
え
る
こ
と
を
許
す
」
。
 
 
 

こ
こ
に
み
え
る
「
端
」
に
つ
い
て
は
、
各
道
の
人
戸
や
流
移
の
人
物
を
年
限
つ
き
で
充
当
し
て
組
織
し
、
そ
の
後
も
各
邑
に
人
戸
 
 

を
補
充
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
新
た
に
適
任
者
を
選
ん
で
役
務
に
あ
て
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
身
分
固
定
的
な
 
 

駅
吏
・
駅
戸
か
ら
な
る
在
来
の
駅
と
は
お
よ
そ
異
な
る
。
も
し
も
こ
れ
が
在
来
の
駅
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
高
麗
末
の
 
 

趨
汝
が
当
時
の
駅
運
営
状
況
を
「
近
来
駅
戸
が
凋
廃
し
、
お
よ
そ
鏑
馬
・
伝
逓
・
知
路
・
指
路
の
役
は
州
郡
が
代
わ
っ
て
そ
の
労
苦
 
 

（
3
3
）
 
を
受
け
、
そ
の
た
め
〔
民
が
〕
流
亡
す
る
に
至
っ
て
い
る
」
と
の
べ
た
よ
う
に
、
本
来
の
駅
吏
・
駅
戸
と
は
別
に
人
員
を
動
員
す
る
 
 

理
由
が
何
ら
か
の
形
で
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
上
記
の
「
粘
」
に
つ
い
て
は
、
駅
吏
・
駅
戸
の
存
否
自
体
ま
l
た
く
 
 

問
題
と
な
ら
ぬ
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
や
は
り
在
来
の
駅
と
は
区
別
さ
れ
る
組
織
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
端
赤
の
端
と
 
 

み
て
よ
い
と
す
る
と
、
後
述
の
ご
と
く
そ
の
推
定
ル
ー
ト
は
前
述
し
た
脱
脱
禾
孫
の
配
備
地
域
（
開
京
・
忠
清
道
・
全
羅
道
・
慶
尚
 
 

道
）
は
も
符
合
す
る
。
一
二
七
〇
年
に
高
麗
政
府
が
江
華
島
か
ら
開
京
に
還
都
す
る
と
、
元
の
指
示
で
日
本
遠
征
の
準
備
が
本
格
的
 
 

に
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
頃
ま
で
高
麗
で
の
端
赤
は
「
粗
あ
ら
立
」
つ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
日
本
遠
征
を
機
に
、
そ
の
人
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
粘
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
1
 
 
 

貞
・
物
資
の
移
動
、
通
信
・
連
絡
の
た
め
、
端
赤
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
ル
ー
ト
は
、
再
三
ふ
れ
て
い
る
脱
脱
禾
孫
の
配
置
か
ら
、
大
ま
か
 
 

碇
は
開
京
・
忠
清
道
・
全
羅
道
・
慶
尚
道
を
通
過
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

こ
れ
を
史
料
E
で
は
も
う
少
し
具
体
的
に
、
「
西
海
道
の
巴
山
嶺
に
い
た
る
七
 
 

粘
」
、
「
会
源
・
耽
羅
に
む
か
う
沿
道
の
粘
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
忠
 
 

宣
王
の
視
点
か
ら
王
都
開
京
を
基
準
点
と
し
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
 
 

れ
る
の
で
開
京
か
ら
慈
悲
嶺
に
い
た
る
端
赤
と
、
開
京
か
ら
会
源
及
び
耽
 
 

羅
に
い
た
る
端
赤
と
い
う
意
味
に
な
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
に
つ
い
 
 

て
検
討
し
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
「
西
海
道
の
巴
山
嶺
に
い
た
る
七
鈷
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
図
2
参
 
 

照
）
。
こ
れ
が
慈
悲
嶺
（
巴
山
嶺
）
を
越
え
て
高
麗
西
北
部
の
粘
赤
ル
ー
ト
南
 
 

端
の
洞
仙
姑
に
接
続
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
 
 

具
体
的
な
姑
名
は
不
明
だ
が
、
候
補
と
し
て
李
椿
の
入
元
紀
行
詩
中
に
み
 
 

え
る
「
興
義
範
」
 
（
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
三
、
興
義
粘
猪
灘
）
、
及
び
『
高
麗
史
』
 
 

巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
、
六
（
一
二
八
〇
）
年
三
月
壬
寅
に
み
え
る
「
巴
山
嶺
 
 

端
」
が
あ
る
。
『
高
麗
史
』
巻
八
二
、
兵
志
、
．
粘
駅
所
載
の
駅
名
記
事
に
照
 
 

ら
す
と
、
前
者
は
興
義
駅
［
牛
峯
県
（
現
・
黄
海
北
道
金
川
郡
）
］
 
に
対
応
 
 

し
、
同
駅
の
位
置
は
『
勝
覧
』
巻
四
二
、
黄
海
道
、
牛
革
県
、
駅
院
、
興
 
 



義
駅
は
開
京
か
ら
慈
悲
嶺
に
い
た
る
在
来
の
幹
線
駅
路
 
 

（
金
郊
道
～
巴
山
嶺
道
）
上
に
あ
る
。
慈
悲
嶺
以
北
の
端
赤
が
在
来
駅
路
を
利
用
し
た
点
を
考
え
て
も
、
こ
れ
に
接
続
す
る
端
赤
を
開
京
 
 

か
ら
慈
悲
嶺
ま
で
敷
設
す
る
際
、
上
記
の
駅
路
を
利
用
す
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
る
。
 
 
 

続
い
て
「
会
源
・
耽
羅
に
む
か
う
沿
道
の
端
」
 
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
個
別
の
端
名
は
不
明
だ
が
、
耽
羅
と
は
済
州
島
の
こ
と
で
、
 
 

二
毛
三
～
九
四
年
に
は
元
の
直
轄
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
会
源
と
い
う
地
名
は
こ
の
用
字
で
は
確
認
で
き
な
け
が
、
日
本
遠
征
と
の
 
 

関
連
性
か
ら
、
遠
征
軍
の
出
撃
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
南
東
岸
の
合
滞
県
（
現
・
慶
尚
両
道
馬
山
市
）
 
が
一
二
八
二
年
に
改
称
さ
れ
 
 

た
会
原
県
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
 
（
『
高
麗
史
』
巻
五
七
、
地
理
志
、
慶
尚
道
、
合
浦
県
）
。
貼
赤
の
到
達
地
は
朝
鮮
半
島
の
南
東
端
 
 

と
南
西
の
外
れ
に
大
き
く
隔
た
る
の
で
あ
り
、
開
京
か
ら
南
下
す
る
端
赤
ル
ー
ト
は
少
な
く
と
も
二
手
に
わ
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
姑
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
ー
 
 

・－・  

■  

轍子島  

九
四
 
 
 

義
駅
に
 
「
県
の
西
南
三
〇
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
ま
た
 
 

後
者
は
巴
山
嶺
駅
［
鳳
州
（
現
・
黄
海
北
道
鳳
山
郡
）
］
 
に
 
 

対
応
し
、
同
駅
の
位
置
は
『
勝
覧
』
巻
四
一
、
黄
海
道
、
 
 

瑞
興
都
護
府
（
現
・
黄
海
北
道
瑞
興
郡
）
、
古
跡
、
巴
山
嶺
 
 

駅
に
「
旧
址
が
府
の
西
四
〇
里
に
在
る
」
と
あ
る
。
た
 
 

だ
し
上
記
二
 
「
端
」
 
の
実
体
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
 
 

な
く
、
高
麗
在
来
の
駅
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
 
 

で
き
な
い
。
し
か
し
前
述
の
ご
と
く
高
麗
在
来
の
（
駅
）
 
 

と
端
赤
の
（
姑
）
が
弁
別
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
 
 

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
粘
赤
の
鵜
で
あ
る
と
の
見
方
に
 
 

も
〓
疋
の
蓋
然
性
は
あ
る
。
少
な
く
と
も
巴
山
嶺
駅
と
興
 
 



こ
の
う
ち
開
京
よ
り
済
州
島
に
む
か
う
姑
赤
に
つ
い
て
は
大
ま
か
な
ル
ー
ト
比
定
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
常
識
的
に
は
朝
鮮
半
島
 
 

南
西
部
に
の
び
て
い
た
と
お
も
わ
れ
、
全
羅
道
に
脱
脱
禾
孫
が
お
か
れ
た
こ
と
は
こ
れ
を
裏
づ
け
る
。
た
だ
し
済
州
島
は
離
島
で
あ
 
 

る
か
ら
海
を
越
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
半
島
内
で
砧
赤
が
ど
こ
ま
で
達
し
て
い
た
か
、
連
絡
港
の
所
在
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
『
高
 
 

麗
史
』
巻
五
七
、
地
理
志
、
耽
羅
県
を
み
る
と
、
済
州
島
に
赴
く
際
の
出
航
地
と
し
て
羅
州
牧
（
現
・
羅
州
市
）
・
海
南
県
（
現
・
海
 
 

南
郡
）
・
耽
津
県
（
現
・
康
津
郡
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
全
羅
南
道
沿
海
の
邑
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
う
ち
最
北
に
位
置
す
 
 

る
羅
州
な
い
し
そ
の
近
辺
ま
で
は
姑
赤
が
到
達
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
（
図
3
参
照
）
。
 
 

グ
ル
ガ
チ
 
 
 

そ
の
こ
と
は
、
第
一
次
日
本
遠
征
か
ら
四
年
後
の
一
二
七
八
年
、
高
麗
が
、
元
朝
直
轄
下
の
済
州
島
の
達
魯
花
赤
（
長
官
）
 
に
つ
 
 

ほ
し
い
ま
ま
 
い
て
、
海
南
・
羅
州
の
地
で
「
壇
」
に
「
粘
赤
」
を
敷
設
し
た
と
非
難
し
た
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
（
『
高
麗
史
』
巻
二
八
、
忠
烈
王
 
 

世
家
、
四
年
七
月
壬
辰
）
。
元
来
こ
の
地
域
に
は
在
来
の
駅
が
存
在
す
る
の
で
、
元
の
達
魯
花
赤
が
置
い
た
「
姑
赤
」
と
は
、
こ
れ
と
 
 

は
別
個
の
、
文
字
通
り
元
朝
由
来
の
端
赤
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
達
魯
花
赤
の
行
為
か
ら
、
羅
州
以
南
、
海
南
ま
で
 
 

の
地
に
は
高
麗
政
府
が
認
知
す
る
正
規
の
砧
赤
が
存
在
し
な
か
っ
た
疑
い
が
浮
上
す
る
。
そ
し
て
達
魯
花
赤
が
朝
鮮
半
島
西
南
端
の
 
 

僅
か
な
地
に
限
っ
て
孤
立
し
た
粘
赤
を
わ
ざ
わ
ざ
敷
設
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
こ
れ
に
接
続
す
る
端
赤
が
少
な
く
と
も
羅
州
 
 

以
北
の
地
に
は
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
達
魯
花
赤
は
、
羅
州
以
南
の
地
を
も
済
州
島
と
の
往
来
に
利
用
す
 
 

べ
く
、
独
断
で
姑
赤
を
敷
設
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

（
3
4
）
 
 
 

そ
も
そ
も
二
一
六
九
年
頃
よ
り
ク
ビ
ラ
イ
は
日
本
・
南
宋
経
略
の
う
え
で
海
上
の
要
衝
と
し
て
済
州
島
に
着
目
し
て
い
た
。
加
え
 
 

て
翌
年
高
麗
が
江
華
島
か
ら
開
京
に
還
都
す
る
と
、
対
元
強
硬
派
の
三
別
抄
が
元
・
高
麗
政
府
に
対
す
る
抵
抗
を
開
始
し
、
一
二
七
 
 

一
年
に
は
済
州
島
に
拠
点
を
う
つ
す
。
こ
れ
は
元
の
半
島
南
方
海
域
進
出
の
障
害
と
な
り
、
同
島
の
平
定
・
確
保
は
日
本
遠
征
の
前
 
 

（
3
5
）
 
提
・
前
哨
戦
と
い
う
意
味
合
い
も
帯
び
る
に
い
た
っ
た
。
日
本
遠
征
の
遂
行
に
あ
た
り
端
赤
が
済
州
島
ま
で
敷
設
さ
れ
た
理
由
に
は
 
 

こ
う
し
た
軍
事
的
事
情
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
第
一
次
遠
征
の
前
年
（
一
二
七
三
）
 
に
よ
う
や
く
三
別
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



と
も
と
そ
の
後
方
陣
営
だ
っ
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
が
 
 

少
な
く
と
も
こ
の
時
ま
で
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
端
赤
の
正
確
な
敷
設
年
次
は
不
明
だ
が
 
（
前
述
し
た
済
州
島
の
達
魯
花
赤
の
粘
 
 

赤
敷
設
問
題
か
ら
推
せ
ば
一
二
七
八
年
以
前
）
、
日
本
遠
征
前
夜
の
済
州
島
を
め
ぐ
る
元
・
高
麗
軍
の
活
動
に
お
け
る
、
以
上
の
よ
う
 
 

（
3
7
）
 
 

な
羅
州
の
位
置
・
役
割
も
、
 

次
に
開
京
よ
り
合
滞
に
む
か
う
端
赤
で
あ
る
。
合
浦
は
日
本
遠
征
軍
の
出
撃
地
で
あ
り
、
日
本
遠
征
に
際
し
て
敷
設
さ
れ
た
姑
赤
 
 

が
こ
の
方
面
に
む
か
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の
ル
ー
ト
は
遠
征
に
関
わ
る
人
や
も
の
の
動
き
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
 
 

で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
少
な
く
と
も
尚
州
（
現
・
慶
尚
北
道
尚
州
市
）
方
面
か
ら
洛
東
江
流
域
を
合
清
ま
で
南
下
す
る
ル
ー
ト
が
と
 
 

ら
れ
た
と
考
え
る
（
図
4
参
照
）
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
一
二
八
一
年
に
第
二
次
日
本
遠
征
軍
を
合
浦
に
見
送
っ
た
忠
烈
王
が
、
開
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
砧
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
ー
 
 

九
六
 
 

抄
が
平
定
さ
れ
た
際
、
羅
州
地
域
は
済
州
島
に
む
か
う
 
 

元
・
高
麗
軍
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
別
 
 

抄
攻
略
軍
は
羅
州
南
郊
の
済
南
県
（
現
・
全
羅
両
道
羅
 
 

州
市
）
 
よ
り
済
州
島
に
出
撃
し
、
作
戦
終
了
後
は
羅
州
 
 

に
帰
投
し
た
 
（
『
高
麗
史
』
巻
一
〇
四
、
金
方
慶
伝
）
。
 
 

ま
た
翌
一
二
七
四
年
正
月
の
段
階
で
も
元
軍
と
お
ぼ
し
 
 

（
3
6
）
 
 

き
「
屯
住
軍
」
が
羅
州
に
駐
屯
し
て
い
る
。
そ
れ
は
 
 

ア
ウ
ル
ク
 

コ
テ
チ
 
 

「
卑
魯
」
 
（
後
方
部
隊
）
・
「
閣
端
赤
」
（
馬
ひ
き
）
と
い
つ
 
 

た
陣
容
で
あ
り
、
以
前
か
ら
留
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
 
 

そ
こ
で
前
年
に
三
別
抄
平
定
戦
が
羅
州
地
域
を
基
点
に
 
 

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
も
 
 



（
4
1
）
 
籍
行
為
か
ら
保
護
す
る
む
ね
樺
文
を
発
給
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
日
本
遠
征
に
際
し
て
人
や
も
の
の
主
要
な
移
動
ル
ー
ト
 
 

が
尚
州
か
ら
合
浦
に
い
た
る
洛
東
江
流
域
に
そ
っ
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
 
 
 

こ
の
推
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
尚
州
を
へ
て
洛
東
江
流
域
を
南
下
し
、
金
州
（
現
・
慶
尚
南
道
金
海
市
）
に
い
た
る
既
存
の
主
 
 

要
駅
路
［
室
一
〇
〇
一
、
四
二
～
四
・
六
九
貢
・
早
王
3
］
と
の
関
連
性
も
疑
わ
れ
る
。
尚
州
以
北
の
ル
ー
ト
を
史
料
に
基
づ
い
て
示
 
 

す
の
は
困
難
だ
が
、
同
様
に
既
存
駅
路
と
の
関
係
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
開
京
か
ら
南
京
－
－
広
州
（
現
・
京
畿
道
広
州
郡
）
－
利
川
 
 

（
4
2
）
 
 

（
現
・
京
畿
道
利
川
郡
）
－
忠
州
（
現
・
忠
清
北
道
忠
州
市
）
 
の
各
方
面
を
へ
て
、
鶏
立
嶺
を
越
え
て
尚
州
方
面
に
入
る
コ
ー
ス
が
 
 

可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
高
麗
中
・
南
部
で
は
、
開
京
を
基
点
と
し
て
み
た
場
合
、
慈
悲
嶺
に
い
た
る
端
赤
、
羅
州
方
面
を
へ
て
済
州
島
 
 

に
む
か
う
端
赤
、
尚
州
方
面
を
へ
て
合
浦
に
む
か
う
粘
赤
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
概
念
図
を
示
す
と
図
5
の
よ
う
に
な
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 京

に
帰
還
す
る
際
に
尚
州
の
勝
長
寺
に
た
ち
よ
っ
た
と
の
記
録
が
 
 

（
3
8
）
 
あ
る
。
高
麗
時
代
、
半
島
中
部
地
域
と
慶
尚
道
を
結
ぶ
主
罫
ル
ー
 
 

ト
の
ひ
と
つ
に
鶏
立
嶺
越
え
の
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
尚
州
は
そ
の
 
 

要
衝
で
あ
り
、
こ
と
に
慶
尚
道
地
方
と
開
京
中
央
政
府
と
の
通
 
 

（
3
9
）
 
 

信
・
連
絡
上
で
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
た
。
第
二
に
、
第
二
次
 
 

日
本
遠
征
に
先
立
つ
一
二
七
七
年
ご
ろ
、
各
道
で
造
ら
れ
た
遠
征
 
 

軍
用
と
み
ら
れ
る
矢
が
京
山
府
（
現
・
慶
尚
北
道
星
州
郡
）
に
集
 
 

（
4
0
）
 
積
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
第
二
次
日
本
遠
征
軍
が
出
撃
し
た
際
、
 
 

そ
Ⅵ
司
令
部
で
あ
る
征
東
行
省
が
高
霊
郡
（
現
・
慶
尚
北
道
高
霊
 
 

郡
）
 
の
盤
龍
寺
に
対
し
、
合
浦
近
辺
に
残
留
し
た
魔
下
部
隊
の
狼
 
 



一
二
八
七
 
（
忠
烈
王
一
三
／
至
元
二
四
）
年
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
東
部
に
本
拠
を
お
く
オ
ッ
チ
ギ
ン
王
家
の
ナ
ヤ
ン
は
世
祖
ク
ビ
ラ
 
 

イ
に
対
し
て
反
旗
を
翻
し
、
同
じ
チ
ン
ギ
ス
諸
弟
の
後
裔
と
し
て
や
は
り
モ
ン
ゴ
ル
高
原
東
部
に
本
拠
を
お
く
カ
サ
ル
・
カ
チ
ウ
ン
 
 

両
王
家
も
こ
れ
に
呼
応
し
た
。
ク
ビ
ラ
イ
の
迅
速
な
対
応
に
 

家
の
カ
ダ
ン
と
そ
の
子
ラ
オ
デ
ィ
が
遼
東
地
方
か
ら
朝
鮮
半
島
に
か
け
て
数
年
間
に
わ
た
り
軍
事
活
動
を
続
け
た
。
こ
の
事
変
へ
の
 
 

（
4
3
）
 
 

対
応
と
し
て
遼
陽
行
省
開
元
路
の
讐
城
（
も
と
高
麗
・
和
州
。
現
・
成
鏡
南
道
金
野
郡
）
 
と
高
麗
の
西
京
（
平
壌
）
 
を
む
す
び
朝
鮮
 
 

半
島
北
部
を
東
西
に
横
断
す
る
姑
赤
ル
ー
ト
を
設
け
る
こ
と
宜
関
す
る
文
書
が
、
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
二
三
に
ひ
く
元
の
政
書
『
六
 
 

条
政
類
』
 
に
「
讐
城
等
処
立
端
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

至
元
二
七
（
一
二
九
〇
）
年
二
月
三
日
。
遼
陽
行
省
の
啓
に
「
開
元
路
達
魯
花
赤
八
児
禿
満
の
申
に
『
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
 
 
 

路
所
轄
の
も
と
設
置
し
た
女
直
の
端
赤
は
賊
軍
が
こ
と
ご
と
く
殺
掠
し
て
し
ま
い
、
す
べ
て
の
驚
散
し
た
所
管
の
人
戸
は
合
 
 
 

願
・
讐
城
等
の
地
に
や
っ
て
き
て
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
も
し
緊
急
の
軍
情
や
奉
じ
る
べ
き
大
小
の
公
事
が
あ
れ
ば
、
高
麗
 
 
 

国
の
粘
赤
を
へ
て
赴
き
相
談
・
報
告
し
て
い
る
が
、
往
復
の
道
の
り
は
は
る
か
遠
く
公
事
に
遅
れ
を
生
じ
て
し
ま
う
。
高
麗
国
 
 
 

王
な
ら
び
に
合
願
・
讐
城
等
の
民
戸
の
中
か
ら
斜
酌
し
て
戸
を
徴
発
し
、
讐
姐
・
西
京
両
所
の
間
の
三
〇
〇
里
の
区
域
内
に
三
ケ
 
 
 

所
の
姑
赤
を
設
置
七
使
客
を
走
逓
さ
せ
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
緊
急
の
公
事
を
行
う
に
速
や
か
に
処
理
で
き
、
官
民
と
も
 
 
 

に
便
宜
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
ま
だ
独
断
で
は
行
い
か
ね
て
い
る
。
調
査
さ
れ
る
よ
う
願
う
』
と
あ
る
。
本
省
が
参
詳
す
る
と
こ
 
 
 

る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
史
料
か
ら
判
明
す
る
限
り
の
ル
ー
ト
を
大
ま
か
に
見
積
も
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
史
料
D
に
示
さ
れ
た
 
 

当
初
四
〇
、
の
ち
二
〇
と
い
う
端
数
を
こ
こ
に
想
定
し
た
と
し
て
も
、
端
の
配
置
間
隔
な
ど
に
不
自
然
な
点
は
特
に
生
じ
な
い
よ
う
 
 

で
あ
り
、
他
に
支
線
を
想
定
す
る
積
極
的
必
要
性
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
 
 

四
 
西
京
～
讐
城
間
の
ル
Ⅰ
†
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



カ
グ
ン
 
 
ろ
、
恰
丹
の
賊
軍
が
入
境
し
、
い
ま
瓦
江
（
宋
瓦
江
（
松
花
江
）
か
）
 
の
地
に
現
れ
て
荒
ら
し
て
い
る
。
か
の
八
児
禿
満
は
陰
 
 
 

口
を
防
衛
し
、
そ
の
東
は
高
麗
に
隣
し
て
い
る
。
も
し
申
を
許
可
す
る
な
ら
、
讐
城
と
西
京
の
間
に
三
ケ
所
の
姑
赤
を
設
立
す
 
 
 

る
も
の
と
し
、
た
だ
ち
に
高
麗
国
に
人
戸
と
馬
匹
を
徴
発
し
〔
使
客
を
〕
走
逓
さ
せ
て
、
軍
情
の
急
務
に
接
す
る
こ
と
に
し
た
 
 

い
。
沓
を
も
っ
て
回
答
を
示
す
よ
う
に
要
請
す
る
」
と
あ
る
。
都
省
（
中
書
省
）
は
提
案
を
許
可
し
、
遼
陽
行
省
に
否
を
送
り
、
 
 
 

た
だ
ち
に
征
夷
行
省
に
文
書
を
送
り
、
〔
姑
赤
を
〕
設
置
し
施
行
す
る
よ
う
申
し
伝
え
る
。
ま
た
通
政
院
に
節
付
を
送
り
、
調
査
 
 

（
4
4
）
 
 

し
て
施
行
す
る
よ
う
申
し
伝
え
る
。
 
 
 

開
元
路
の
管
轄
範
囲
は
松
花
江
水
系
流
域
を
中
心
に
、
東
は
日
本
海
に
及
び
、
南
は
讐
城
に
い
た
っ
て
高
麗
と
境
を
接
し
た
が
、
 
 

カ
ダ
ン
軍
の
侵
攻
に
よ
り
同
路
の
端
赤
が
崩
壊
し
た
た
め
、
当
時
の
西
南
方
の
遼
陽
路
に
治
所
を
お
い
た
と
み
ら
れ
る
上
司
の
遼
陽
 
 

行
省
と
の
連
絡
に
支
障
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
二
一
九
〇
年
末
頃
、
同
路
の
達
魯
花
赤
八
児
禿
満
の
要
請
を
う
け
、
東
回
り
で
高
麗
を
 
 

経
由
す
る
迂
回
ル
ー
ト
を
整
え
る
べ
く
、
讐
城
～
西
京
間
三
〇
〇
中
国
里
（
約
一
六
五
血
）
 
の
区
域
内
に
三
ケ
所
の
姑
を
置
く
こ
と
 
 

が
、
中
書
省
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
東
寧
路
は
同
年
初
め
高
麗
に
返
還
）
。
西
京
か
ら
は
既
設
の
端
赤
を
利
用
し
て
鴨
緑
 
 

江
下
流
域
に
北
上
し
、
戦
乱
の
影
響
が
少
な
い
遼
東
地
方
南
部
を
へ
て
遼
陽
行
省
に
到
達
す
る
構
想
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

八
児
禿
満
が
遼
陽
行
省
に
上
申
し
た
段
階
で
は
、
高
麗
の
ほ
か
開
元
路
管
下
の
讐
城
・
合
願
地
方
か
ら
も
民
戸
を
徴
発
す
る
と
し
 
 

た
が
、
こ
れ
を
中
書
省
に
転
達
し
た
遼
陽
行
省
の
言
葉
で
は
高
麗
の
負
担
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
る
。
対
す
る
中
書
省
の
回
答
 
 

で
は
、
中
央
の
姑
赤
担
当
官
庁
で
あ
る
通
政
院
の
関
与
も
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
敷
設
を
直
接
担
普
す
る
機
関
と
し
て
は
征
東
行
省
 
 

が
指
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
征
東
行
省
は
前
出
し
た
日
本
遠
征
軍
司
令
部
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
元
の
最
高
地
方
統
治
機
関
 
 

で
あ
る
行
省
の
ひ
と
つ
が
一
二
八
七
年
以
降
高
麗
の
地
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
歴
代
高
麗
王
が
長
官
と
な
り
、
そ
の
運
 
 

営
は
基
本
的
に
高
麗
側
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
上
記
の
端
赤
は
、
征
東
行
省
の
名
の
も
と
で
高
麗
が
実
質
的
な
担
い
手
と
 
 

な
っ
て
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 

九
九
 
 
 



高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
I
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 

三
端
の
具
体
的
な
設
置
個
所
は
不
明
だ
が
、
高
麗
史
上
、
讐
城
（
和
州
）
 
 

（
4
5
）
 
 

方
面
か
ら
西
京
方
面
へ
と
軍
隊
が
移
動
し
た
ケ
ー
ス
が
二
件
あ
り
、
い
ず
 
 

れ
の
場
合
も
孟
州
（
現
・
平
安
南
道
孟
山
郡
）
を
経
由
し
て
大
同
江
流
域
 
 

に
で
た
模
様
で
あ
る
（
図
6
参
照
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
麗
在
来
駅
路
と
 
 

の
関
係
も
推
定
さ
れ
て
お
り
［
増
二
〇
〇
一
、
四
四
・
六
九
貢
・
半
玉
3
］
、
 
 

距
離
的
に
も
三
〇
〇
中
国
里
と
い
う
鮨
赤
の
里
程
に
概
ね
符
合
す
る
よ
う
 
 

な
の
で
、
姑
赤
ル
ー
ト
が
同
じ
よ
う
な
コ
ー
ス
を
と
っ
た
可
能
性
も
考
え
 
 

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
端
赤
は
戦
争
と
い
う
繋
急
事
態
に
対
応
す
る
も
 
 

の
で
あ
り
、
戦
乱
が
終
息
す
れ
ば
当
初
の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
る
。
実
際
、
 
 

そ
の
後
の
史
料
に
は
そ
の
痕
跡
が
窺
え
な
い
。
廃
さ
れ
た
と
の
記
録
は
な
 
 

い
が
、
一
二
九
二
年
の
カ
ダ
ン
軍
鎮
圧
後
、
少
な
く
と
も
交
通
路
と
し
て
 
 

の
重
要
性
は
低
下
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
上
記
の
粘
赤
敷
設
以
前
に
開
元
路
の
使
者
が
利
用
し
た
旧
 
 

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
「
高
麗
国
の
端
赤
」
を
利
用
し
た
と
記
さ
れ
る
の
み
 
 

で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
高
麗
に
は
同
路
に
隣
接
す
る
江
陵
道
 
 

（
も
と
東
北
面
。
現
・
江
原
道
東
部
地
域
）
方
面
か
ら
往
来
し
た
で
あ
ろ
 
 

う
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
高
麗
国
内
で
こ
の
地
域
ま
で
端
赤
が
の
び
て
い
た
 
 

形
跡
は
窺
え
な
い
。
お
そ
ら
く
「
高
麗
国
の
端
赤
」
と
は
、
行
程
の
一
部
 
 

で
高
麗
国
内
の
鈷
赤
を
利
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
、
あ
る
 
 
 



『
元
史
』
巻
一
七
、
世
祖
本
紀
、
至
元
三
〇
（
一
二
九
三
）
年
二
月
辛
亥
に
 
 
 

詔
し
て
沿
海
に
水
駅
を
置
く
。
耽
羅
（
済
州
島
）
よ
り
鴨
緑
江
口
に
い
た
る
ま
で
に
計
一
一
ケ
所
。
洪
君
祥
に
こ
れ
を
と
り
し
 
 

（
4
6
）
 
 

き
ら
せ
る
。
 
 

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
「
水
駅
」
は
、
と
き
の
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
の
命
に
よ
り
、
元
の
高
官
で
あ
る
洪
君
祥
の
監
督
下
で
敷
設
さ
 
 

れ
た
と
い
う
か
ら
、
水
上
交
通
の
端
赤
と
し
て
済
州
島
か
ら
鴨
緑
江
口
に
い
た
る
朝
鮮
半
島
西
岸
全
域
に
わ
た
っ
て
一
一
ケ
所
の
水
 
 

姑
が
お
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
、
『
元
史
』
巻
六
三
、
地
理
志
、
征
東
等
処
行
中
書
省
に
も
 
 
（
4
7
）
 
 

〔
至
元
〕
三
〇
年
、
沿
海
に
水
駅
を
置
く
。
耽
羅
よ
り
鴨
緑
江
な
ら
び
に
楊
村
海
口
に
い
た
る
ま
で
に
計
一
三
ケ
所
。
 

（
4
8
）
 
 

と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
楊
村
海
口
」
と
い
う
到
達
地
が
加
わ
り
、
鮨
数
も
ニ
ケ
所
ふ
え
て
い
る
。
一
三
と
い
う
端
数
は
後
掲
す
る
別
 
 

の
史
料
に
も
現
れ
る
が
、
さ
き
の
二
と
い
う
砧
数
に
も
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
済
州
島
か
ら
鴨
緑
江
口
ま
で
の
一
一
端
に
加
え
、
 
 

「
楊
村
海
口
」
に
い
た
る
ま
で
に
も
ニ
ケ
所
の
姑
が
お
か
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

水
粘
設
立
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
『
高
麗
史
節
要
』
巻
二
一
、
忠
烈
王
一
七
（
一
二
九
一
）
年
九
月
に
 
 
 

皇
帝
（
ク
ビ
ラ
イ
）
は
か
つ
て
遼
東
水
程
図
を
み
て
水
駅
を
置
こ
う
と
欲
し
、
可
臣
（
鄭
可
臣
）
に
語
っ
て
い
う
に
は
、
「
汝
の
 
 
 

国
に
は
産
物
が
な
く
、
た
だ
米
と
布
だ
け
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
陸
上
輸
送
す
れ
ば
、
道
の
り
は
遠
く
貨
物
は
重
い
た
め
、
輸
 
 
 

送
量
は
経
費
の
埋
め
合
わ
せ
に
も
な
ら
な
い
。
〔
そ
こ
で
〕
い
ま
汝
に
江
南
行
省
左
丞
を
授
け
、
海
運
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
よ
う
と
 
 

お
も
う
が
、
年
に
幾
千
掛
か
の
米
と
幾
千
匹
か
の
布
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
う
し
て
〔
元
の
〕
国
用
の
万
一
を
補
 
 
 

う
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
高
麗
人
の
元
都
滞
在
の
資
財
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
」
。
可
臣
が
こ
た
え
て
い
う
に
は
、
「
高
麗
の
 
 

い
は
こ
れ
に
高
麗
在
来
の
駅
も
ふ
く
め
て
利
用
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
全
体
を
漠
然
と
総
称
し
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

五
 
済
州
島
～
鴨
緑
江
口
間
の
水
姑
ル
ー
ト
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
1
 
 
 



山
河
は
林
薮
が
十
分
の
七
に
な
り
ま
す
。
土
地
を
耕
し
機
を
織
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
は
僅
か
に
衣
食
を
支
え
る
だ
け
で
す
。
ま
 
 

し
て
そ
の
人
々
は
海
道
に
習
熟
し
て
い
ま
せ
ん
。
臣
の
管
見
で
は
、
お
そ
ら
く
は
不
適
当
か
と
存
じ
ま
す
」
。
帝
は
こ
れ
を
も
っ
 
 

（
4
9
）
 
 

と
も
で
あ
る
と
し
た
。
 
 

と
あ
っ
て
参
考
に
な
る
 
（
『
高
麗
史
』
巻
一
〇
五
、
鄭
可
臣
伝
に
も
ほ
ぼ
同
文
を
収
め
る
）
。
本
条
の
紀
年
は
上
の
出
来
事
に
直
接
関
 
 

係
せ
ず
、
同
じ
条
文
で
本
記
事
の
前
に
記
さ
れ
る
事
件
－
当
時
入
元
し
て
い
た
世
子
諏
（
の
ち
の
忠
宣
王
）
に
ク
ビ
ラ
イ
が
正
式
に
世
 
 

子
位
を
授
与
－
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
諏
の
入
元
は
前
年
の
一
二
九
〇
年
で
、
一
時
帰
国
を
挟
み
つ
つ
一
二
九
八
年
に
即
位
す
る
ま
 
 

で
続
く
［
森
平
二
〇
〇
一
、
六
九
頁
］
。
上
の
出
来
事
は
こ
の
と
き
諒
の
従
臣
だ
っ
た
鄭
可
臣
が
ク
ビ
ラ
イ
の
諮
問
を
う
け
た
と
い
う
 
 

も
の
だ
が
、
ク
ビ
ラ
イ
は
二
一
九
四
年
に
体
調
不
良
で
元
日
の
朝
賀
を
中
止
し
正
月
中
に
死
去
す
る
の
で
（
『
元
史
』
巻
一
七
、
世
祖
 
 

本
紀
、
至
元
三
一
年
）
、
事
実
上
一
二
九
〇
～
九
三
年
間
、
す
な
わ
ち
水
端
敷
設
命
令
の
少
し
前
か
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
出
来
事
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
る
 
（
記
事
中
の
「
か
つ
て
」
と
い
う
表
現
が
本
条
の
紀
年
を
基
準
と
す
る
場
合
、
下
限
は
一
二
九
一
年
）
。
 
 
 

ク
ビ
ラ
イ
が
み
た
「
遼
東
水
粗
図
」
に
は
遼
東
方
面
の
水
路
が
記
さ
れ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
「
水
駅
」
（
水
粘
）
を
 
 

お
く
目
的
は
、
米
・
布
を
輸
送
し
て
元
の
国
用
を
補
い
、
あ
わ
せ
て
元
の
国
都
に
滞
在
す
る
高
麗
人
に
経
費
を
供
給
す
る
た
め
で
あ
 
 

る
と
い
う
。
物
資
の
到
達
地
は
元
都
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
、
海
道
に
リ
ン
ク
す
る
場
所
で
あ
る
か
ら
、
内
陸
の
上
都
（
現
・
 
 

内
蒙
古
自
治
区
正
藍
旗
）
 
で
は
な
く
大
都
の
方
に
あ
た
る
。
ま
た
ク
ビ
ラ
イ
が
水
端
の
敷
設
理
由
と
し
て
高
麗
に
産
す
る
米
・
布
が
 
 

陸
上
輸
送
に
不
便
な
点
を
の
べ
た
こ
と
。
鄭
可
臣
が
ク
ビ
ラ
イ
の
構
想
に
反
対
し
、
高
麗
の
物
資
は
国
内
需
要
を
み
た
す
の
に
精
一
 
 

杯
で
あ
る
う
え
、
高
麗
人
は
海
道
に
習
熟
し
て
い
な
い
と
の
べ
た
こ
と
か
ら
、
海
道
を
通
じ
て
高
麗
の
物
資
を
も
ち
だ
す
計
画
だ
っ
 
 

た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
内
容
を
総
合
す
る
と
、
水
端
ル
ー
ト
は
海
道
を
通
じ
て
朝
鮮
半
島
沿
岸
と
大
都
方
面
を
結
ぶ
形
で
構
想
 
 

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 

少
々
判
然
と
し
な
い
の
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
鄭
可
臣
を
「
江
南
行
省
」
 
の
左
丞
に
任
じ
「
海
運
」
を
任
せ
る
理
由
で
あ
る
。
海
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
粘
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
I
 
 



（
5
0
）
 
 

運
と
は
南
宋
征
服
後
、
元
が
中
国
江
南
の
税
糧
を
大
都
へ
海
上
輸
送
す
る
た
め
に
設
け
た
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
あ
る
い
は
ク
ビ
ラ
イ
は
 
 

高
麗
と
大
都
を
結
ぶ
水
端
ル
ー
ト
を
海
運
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
ろ
高
麗
に
は
賑
他
等
の
 
 

（
5
1
）
 
目
的
で
江
南
の
米
穀
が
連
年
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
輸
送
に
は
海
運
を
担
当
す
る
海
道
都
漕
運
万
戸
府
の
関
係
者
が
関
わ
っ
た
 
 

ら
し
い
［
陳
一
九
九
一
、
三
五
一
～
二
貢
］
。
こ
の
こ
と
が
水
粘
構
想
に
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
 
 

時
期
と
内
容
か
ら
み
て
、
以
上
の
ク
ビ
ラ
イ
の
発
案
は
二
一
九
三
年
の
水
端
数
設
命
令
に
直
接
関
係
す
る
と
み
て
よ
い
。
ク
ビ
ラ
イ
 
 

は
鄭
可
臣
の
反
対
に
領
い
た
と
い
う
が
、
後
述
の
よ
ぅ
に
水
端
は
実
際
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
終
判
断
で
は
な
か
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

個
別
の
水
端
に
つ
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
済
州
島
～
鴨
緑
江
口
間
に
お
か
れ
た
一
一
端
に
関
し
て
、
『
勝
 
 

覧
』
巻
三
八
、
全
羅
道
、
済
州
牧
、
山
川
、
枇
子
島
に
「
水
粘
の
古
址
が
在
る
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が
そ
の
ひ
と
つ
か
と
疑
わ
れ
る
 
 

が
［
内
藤
一
九
六
一
a
、
一
四
五
～
六
撃
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
く
わ
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
ら
一
一
端
と
は
別
の
二
端
 
 

の
所
在
で
あ
る
。
「
楊
村
海
口
」
と
記
さ
れ
る
水
端
ル
ー
ト
の
到
達
地
を
ど
の
よ
う
に
比
定
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
こ
れ
に
 
 

関
し
て
筆
者
は
い
ま
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
 
（
図
7
参
照
）
。
 
 
 

ま
ず
済
州
島
を
起
点
と
す
る
水
端
が
朝
鮮
半
島
の
東
岸
側
に
も
延
び
て
い
た
と
は
、
必
要
性
か
ら
い
っ
て
考
え
に
く
い
。
ゆ
え
に
 
 

西
岸
二
端
以
外
の
端
を
朝
鮮
半
島
内
で
さ
ら
に
想
定
す
る
の
は
難
し
い
。
と
す
れ
ば
問
題
の
二
姑
は
高
麗
国
外
に
あ
っ
た
こ
と
に
 
 

な
る
が
、
朝
鮮
半
島
西
岸
の
水
端
ル
ー
ト
が
さ
ら
に
高
麗
国
外
に
の
び
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ク
ビ
ラ
イ
の
構
想
か
ら
も
予
想
さ
 
 

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
終
的
に
大
都
方
面
に
達
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
航
路
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
 
 

（
5
3
）
 
い
る
。
元
代
に
関
し
て
は
江
南
か
ら
北
上
し
て
山
東
半
島
を
め
ぐ
っ
て
潮
海
湾
に
入
り
遼
東
・
高
麗
方
面
へ
と
転
じ
る
航
路
の
存
在
 
 

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
陳
一
九
九
一
、
三
五
二
頁
］
。
一
方
、
大
都
は
白
河
を
通
じ
て
瀞
海
湾
と
結
ば
れ
、
そ
の
河
口
部
に
は
直
治
（
現
・
 
 

ヽ
一
♪
ユ
 
ヽ
 
L
V
、
カ
 
 

黄
海
を
こ
え
て
朝
鮮
半
島
よ
り
山
東
半
島
方
面
に
い
た
る
航
路
が
高
麗
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
1
 
 
 



図7  

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
ー
 
 
 

天
津
市
）
が
あ
っ
た
。
海
運
に
よ
り
江
南
か
ら
送
ら
れ
た
物
資
も
直
結
を
経
由
し
 
 

て
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
大
都
近
郊
の
通
州
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
朝
鮮
半
島
～
大
都
 
 

間
に
水
鮨
を
敷
設
す
る
と
す
れ
ば
こ
う
し
た
航
路
が
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
す
 
 

な
わ
ち
大
ま
か
に
は
、
朝
鮮
半
島
西
岸
か
ら
黄
海
・
瀞
海
湾
を
へ
て
直
結
方
面
尤
 
 

達
す
る
ル
ー
ト
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
高
麗
末
に
成
立
し
た
元
代
（
漢
語
）
学
習
 
 

書
『
老
乞
大
』
の
一
節
に
は
、
高
麗
商
人
が
直
治
か
ら
「
王
京
」
 
（
開
京
）
ま
で
船
 
 

旅
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
航
路
が
実
在
し
た
可
能
性
 
 

（
5
4
）
 
 

は
高
い
。
 
 
 

ク
ビ
ラ
イ
の
構
想
が
以
上
の
よ
う
な
形
で
実
現
し
た
と
す
る
と
、
注
目
さ
れ
る
 
 

の
は
、
直
結
か
ら
白
河
を
三
〇
k
m
ほ
ど
遡
行
し
た
武
靖
の
地
に
現
在
に
い
た
る
ま
 
 

（
5
5
）
 
 

で
楊
村
と
い
う
地
名
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
元
代
に
お
い
て
、
こ
こ
は
大
都
 
 

（
5
6
）
 

（
5
7
）
 
 

周
辺
の
河
川
水
運
の
要
衝
で
あ
り
、
江
南
か
ら
の
海
運
も
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
筆
 
 

者
は
、
ま
ず
「
楊
村
海
口
」
 
の
「
楊
村
」
を
こ
こ
に
比
定
し
よ
う
と
お
も
う
。
 
 
 

つ
ぎ
に
「
楊
村
」
に
続
く
「
海
口
」
 
に
つ
い
て
だ
が
、
各
種
の
漢
語
辞
典
・
地
 
 

名
事
典
に
よ
る
と
、
海
口
と
は
一
般
に
港
湾
や
河
口
を
意
味
し
、
ま
た
固
有
地
名
 
 

と
し
て
の
そ
れ
が
中
国
各
地
に
存
在
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
固
 
 

有
地
名
の
海
口
の
な
か
に
問
題
の
「
海
口
」
に
比
定
し
得
る
も
 

い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
る
河
口
や
港
湾
を
さ
す
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。
元
代
の
 
 

漢
語
文
献
に
も
そ
の
よ
う
な
用
例
は
数
多
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
楊
村
に
繋
げ
て
一
 
 
 



語
に
よ
み
、
（
楊
村
の
港
）
を
表
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
史
料
に
は
「
楊
村
馬
頭
」
（
楊
村
の
埠
頭
）
と
い
う
語
も
み
え
 
 

（
5
8
）
 
て
お
り
、
楊
村
に
は
船
着
場
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
だ
と
し
て
も
、
海
港
で
あ
る
直
治
よ
り
も
上
流
に
あ
る
楊
村
の
 
 

船
着
場
ま
で
が
「
海
口
」
と
称
さ
れ
得
た
の
か
疑
問
も
残
る
。
国
有
地
名
と
し
て
の
海
口
の
な
か
に
は
内
陸
部
に
所
在
す
る
も
の
も
 
 

あ
る
の
だ
が
、
そ
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
、
お
よ
び
元
代
に
お
け
る
楊
村
の
地
理
的
環
境
が
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
現
状
で
は
、
 
 

性
急
な
結
論
を
さ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

逆
に
問
題
の
「
海
口
」
が
楊
村
と
は
別
個
の
地
点
を
さ
す
と
す
る
と
、
こ
の
表
記
が
『
元
史
』
編
者
の
改
作
で
な
い
限
り
、
楊
村
 
 

と
併
記
し
て
通
じ
る
か
、
朝
鮮
半
島
～
大
都
間
の
航
路
を
説
明
す
る
う
え
で
自
明
か
、
元
の
為
政
者
に
と
っ
て
自
明
な
海
口
だ
っ
た
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
条
件
碇
み
あ
う
海
口
と
し
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
直
治
や
そ
の
付
近
の
水
域
を
あ
ぜ
る
こ
と
が
で
き
よ
 
 

う
。
大
都
の
海
の
窓
口
で
あ
る
直
結
は
元
の
為
政
者
が
海
口
と
呼
び
慣
わ
す
に
は
好
適
で
あ
り
、
実
際
、
「
直
結
沿
海
口
」
に
駐
屯
し
 
 

●
●
 
 

た
軍
隊
が
「
鎮
守
海
口
屯
儲
親
軍
都
指
揮
使
司
」
と
称
さ
れ
た
例
も
あ
る
（
『
元
史
』
巻
二
三
、
武
宗
本
紀
、
至
大
二
年
四
月
突
亥
）
。
 
 
 

し
か
し
「
海
口
」
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
解
釈
を
と
る
に
せ
よ
、
朝
鮮
半
島
西
岸
か
ら
白
河
沿
岸
の
楊
村
に
い
た
る
と
い
う
ル
ー
ト
 
 

（
5
9
）
 
の
想
定
に
か
わ
り
は
な
い
。
そ
の
間
の
海
上
航
路
に
つ
い
て
は
前
時
代
の
事
例
か
ら
、
鴨
緑
江
口
方
面
か
ら
遼
東
半
島
南
方
沿
海
を
 
 

航
行
す
る
ル
ー
ト
や
、
朝
鮮
半
島
中
部
沿
岸
か
ら
黄
海
を
直
接
横
断
す
る
ル
ー
ト
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
［
内
藤
一
九
六
一
b
、
三
 
 

六
九
～
四
一
八
頁
］
、
水
端
に
お
け
る
実
際
の
航
路
は
史
料
の
制
約
か
ら
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
問
題
の
二
鈷
は
朝
鮮
半
島
外
、
楊
 
 

（
6
0
）
 
村
に
い
た
る
ま
で
の
航
路
上
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
な
お
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
一
三
の
水
端
は
、
そ
の
後
早
く
に
必
要
性
を
喪
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。
『
元
史
』
巻
一
七
八
、
王
約
伝
に
、
王
約
が
 
 

忠
烈
王
代
末
の
高
麗
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
政
治
混
乱
を
収
拾
し
た
際
の
こ
と
を
記
し
て
 
 
 

旧
臣
浜
子
藩
に
命
じ
て
宰
相
と
な
し
、
弊
政
を
改
め
さ
せ
た
。
交
通
路
と
し
て
不
要
な
水
駅
一
三
を
廃
し
、
耽
羅
が
土
地
の
産
 
 

（
6
1
）
 
 

で
な
い
も
の
を
貢
納
す
る
こ
と
を
免
じ
た
。
高
麗
の
民
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
姑
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
I
 
 
 



本
稿
で
は
高
麗
に
お
け
る
鮨
赤
ル
ー
ト
の
復
元
を
試
み
た
。
多
く
を
推
測
に
た
よ
り
、
概
容
を
把
握
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
 
 

全
体
の
概
念
図
を
示
す
と
図
8
の
よ
う
に
な
る
。
各
ル
ー
ト
は
い
ず
れ
も
ー
二
九
〇
年
代
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
が
、
水
端
は
一
〇
年
 
 

ほ
ど
で
廃
さ
れ
て
お
り
、
全
ル
ー
ト
が
並
存
し
得
た
の
は
せ
い
ぜ
い
一
二
九
三
～
一
三
〇
三
年
間
で
あ
る
。
た
だ
し
西
京
～
讐
城
間
 
 

の
端
赤
に
つ
い
て
、
カ
グ
ン
の
乱
に
際
し
て
一
時
的
に
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
一
二
九
〇
年
代
の
早
い
段
階
に
廃
さ
れ
た
疑
い
も
残
る
。
 
 

一
部
具
体
的
に
確
認
さ
れ
、
あ
る
い
は
推
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
陸
路
に
関
し
て
は
在
束
駅
路
を
利
用
す
る
形
で
敷
設
さ
れ
た
可
能
性
 
 

が
高
い
。
旧
来
の
交
通
路
の
利
用
は
元
朝
本
土
で
も
同
様
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
高
麗
で
の
端
赤
が
既
存
の
駅
制
の
単
純
な
転
用
に
す
 
 

ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
高
麗
西
北
部
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
端
は
高
麗
在
来
の
駅
の
み
な
ら
ず
、
 
 

駅
と
は
別
個
の
地
方
単
位
で
あ
る
州
・
府
等
に
も
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
既
存
の
駅
機
構
と
そ
の
地
に
お
か
れ
た
粘
 
 

と
の
関
係
は
考
究
を
要
す
る
課
題
だ
が
、
鈷
赤
の
運
営
方
式
に
関
わ
る
事
柄
な
の
で
後
考
に
ま
ち
た
い
。
 
 
 

最
後
に
、
以
上
の
ル
ー
下
配
置
の
特
色
が
高
麗
・
元
関
係
の
い
か
な
る
側
面
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
私
見
を
の
べ
て
む
す
 
 

び
に
か
え
た
い
。
 
 
 

第
一
に
、
誼
州
粘
～
開
京
の
ル
ー
ト
が
元
朝
政
府
と
高
麗
政
府
を
結
ぶ
幹
線
と
し
て
最
も
枢
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
推
測
 
 

さ
れ
る
。
当
時
元
は
王
位
継
承
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
高
麗
の
国
内
政
治
に
盛
ん
に
干
渉
・
介
入
し
、
一
方
で
高
麗
側
も
通
婚
関
係
 
 

や
元
廷
で
の
宿
衛
（
k
e
肌
i
g
）
へ
の
参
入
、
征
東
行
省
等
を
通
じ
て
元
の
体
制
内
部
で
地
歩
を
固
め
る
な
ど
、
両
国
の
関
係
は
き
わ
め
 
 

て
緊
密
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に
元
は
高
麗
の
地
を
直
接
統
治
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
的
な
王
朝
国
家
と
し
て
高
麗
の
存
続
を
 
 
 

と
あ
る
。
王
約
が
高
麗
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
一
三
〇
三
年
で
あ
る
か
ら
（
『
高
麗
史
』
巻
三
二
、
忠
烈
王
世
家
、
二
九
年
一
一
月
辛
酉
）
、
 
 

一
三
の
水
端
は
一
〇
年
あ
ま
り
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

む
す
び
に
か
え
て
⊥
垂
鹿
に
お
け
る
粘
赤
ル
ー
ト
の
特
色
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



さ
れ
る
。
し
か
し
「
末
附
」
の
国
で
あ
る
日
本
は
依
然
と
し
て
敵
性
勢
力
で
あ
り
続
け
た
た
め
、
第
二
次
遠
征
後
に
は
合
浦
や
全
羅
 
 

道
に
鎮
辺
万
戸
府
を
お
い
て
警
戒
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
「
管
領
」
を
ま
か
さ
れ
た
高
麗
は
対
日
防
衛
の
最
前
線
の
担
い
手
と
し
て
自
 
 

ら
の
存
在
価
値
を
元
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
る
（
た
と
え
ば
『
高
麗
史
』
巻
三
二
、
忠
烈
王
世
家
、
二
八
年
是
歳
条
参
照
）
。
か
 
 

か
る
状
況
下
で
、
戦
略
的
要
地
で
あ
る
合
浦
と
済
州
島
に
い
た
る
端
赤
は
、
一
四
世
紀
初
め
に
そ
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
 
 

（
6
2
）
 
 

ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
（
史
料
E
）
、
一
定
の
重
要
性
を
保
持
し
続
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 
 

対
照
的
に
そ
の
他
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
必
要
性
に
応
じ
て
敷
設
さ
れ
た
水
端
が
一
〇
年
ほ
ど
で
廃
止
さ
れ
、
讐
城
～
西
 
 

京
間
の
端
赤
も
カ
グ
ン
の
乱
に
際
し
て
応
急
処
置
的
に
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
意
義
は
せ
い
ぜ
い
一
時
的
な
も
 
 

の
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
高
麗
に
敷
設
さ
れ
た
姑
赤
ル
ー
ト
の
特
色
は
、
元
の
傘
下
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
直
接
統
治
を
う
け
な
い
一
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 

み
と
め
、
こ
れ
に
指
令
を
下
し
て
自
ら
の
政
治
目
的
を
 
 

達
成
す
る
間
接
支
配
の
方
針
を
と
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
両
 
 

国
の
密
接
な
関
係
と
は
、
具
体
的
に
は
き
わ
め
て
頻
繁
 
 

な
使
臣
の
往
来
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い
 
 

の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
上
記
の
端
赤
ル
ー
ト
が
盛
ん
に
 
 

利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
に
、
日
本
遠
征
に
際
し
て
敷
設
さ
れ
た
半
島
南
 
 

岸
に
い
た
る
端
赤
が
注
目
さ
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
ク
 
 

ビ
ラ
イ
は
二
度
の
矢
数
後
も
日
本
再
征
に
執
念
を
み
せ
 
 

て
い
た
が
、
進
攻
策
は
ク
ビ
ラ
イ
の
死
を
も
っ
て
放
棄
 
 



証
 
 

（
1
）
 
元
と
い
う
国
号
は
一
二
七
一
（
元
宗
一
二
／
至
元
八
）
年
に
成
立
す
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
が
即
位
し
た
時
点
（
二
〓
ハ
○
年
）
 
 

よ
り
そ
の
政
権
を
元
と
指
称
す
る
。
 
 

く
 
 

（
2
）
 
本
来
端
赤
と
は
姑
j
a
m
（
宿
駅
）
の
人
員
の
こ
と
を
い
う
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
史
料
用
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
駅
伝
の
シ
ス
 
 

テ
ム
を
端
赤
、
個
々
の
宿
駅
を
姑
と
記
す
。
 
 

（
3
）
 
H
e
n
t
h
O
r
n
一
九
六
三
、
一
九
四
頁
。
高
一
九
七
四
、
三
九
四
～
五
・
四
〇
〇
頁
。
A
H
s
e
n
一
九
八
三
、
二
六
一
～
二
・
二
六
四
～
五
頁
。
張
一
九
九
 
 
 

四
b
、
二
六
五
頁
。
乙
坂
一
九
九
七
。
同
一
九
九
八
、
l
一
～
五
頁
。
松
田
二
〇
〇
〇
、
一
四
二
頁
。
 
 

（
4
）
 
白
一
九
三
七
、
一
八
二
頁
。
清
一
九
五
九
、
五
九
頁
。
内
藤
一
九
六
一
a
。
H
e
ロ
t
h
O
r
n
一
九
六
三
、
ニ
ー
〇
頁
。
高
一
九
七
四
、
四
〇
〇
貢
。
A
ニ
s
e
㌻
 
 
 

一
九
八
三
、
二
六
一
貫
。
妻
一
九
八
四
、
九
二
～
一
〇
〇
頁
。
張
一
九
九
四
a
、
一
二
六
二
四
二
～
三
頁
。
同
一
九
九
四
b
、
二
六
五
頁
。
李
一
九
九
 
 
 

六
a
、
四
六
・
五
〇
・
大
二
頁
。
同
一
九
九
六
b
、
一
二
～
三
二
五
・
一
九
・
三
〇
～
一
貫
。
乙
坂
一
九
九
七
、
三
一
～
三
・
四
〇
頁
。
同
一
九
九
八
、
 
 

二
～
三
頁
。
松
田
二
〇
〇
〇
、
一
三
八
頁
。
 
 

（
5
）
 
原
文
。
〝
至
鴨
江
、
令
民
戸
住
着
耕
種
、
当
使
佐
往
来
之
際
、
供
対
酒
質
・
伝
騎
馬
疋
㌔
 
 

（
6
）
一
二
五
三
年
に
モ
ン
ゴ
ル
は
高
麗
に
詔
を
下
し
、
「
六
事
」
を
も
っ
て
「
貴
」
め
た
と
い
う
（
『
高
麗
史
』
巻
二
四
、
高
宗
世
家
、
四
〇
年
八
月
戊
午
）
。
 
 
 

従
来
筆
者
〓
九
九
八
a
］
を
含
む
日
本
や
韓
国
の
多
く
の
研
究
で
は
、
端
赤
敷
設
な
ど
モ
ン
ゴ
ル
が
服
属
国
に
課
し
た
通
例
要
求
を
史
料
用
語
に
基
づ
 
 
 

き
「
六
事
」
と
総
称
し
て
き
た
が
、
上
掲
史
料
の
「
六
事
」
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
見
解
が
あ
り
［
高
一
九
七
四
、
三
九
六
頁
。
乙
坂
一
九
九
 
 
 

八
、
四
五
頁
註
四
］
、
と
す
れ
ば
そ
こ
に
銘
赤
敷
設
要
求
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
た
だ
し
モ
ン
ゴ
ル
の
通
例
要
求
と
は
、
君
長
の
親
朝
、
質
子
 
 
 

提
出
、
版
籍
提
出
、
砧
赤
敷
設
、
グ
ル
ガ
チ
（
監
督
官
）
設
置
、
軍
事
協
力
、
物
資
の
供
出
・
奉
献
な
ど
、
少
な
く
と
も
七
項
目
に
及
び
、
そ
の
ど
れ
を
 
 
 

要
求
す
る
か
は
時
と
場
合
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
通
例
要
求
に
関
し
て
史
料
に
「
六
事
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
時
点
で
の
要
求
事
項
の
数
 
 
 

を
い
う
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
語
自
体
が
モ
ン
ゴ
ル
の
通
例
要
求
を
総
称
す
る
術
語
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
と
お
も
う
。
上
記
『
高
麗
史
』
高
宗
世
家
の
 
 
 

個
の
王
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
元
帝
国
の
東
辺
鎮
守
を
担
う
と
い
う
、
当
時
の
高
麗
国
家
の
在
り
方
を
、
主
と
し
て
反
映
 
 

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
姑
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



「
大
事
」
に
つ
い
て
は
内
容
不
明
で
あ
る
以
上
、
姑
赤
敷
設
要
求
を
含
む
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
『
高
麗
史
』
巻
二
五
、
元
宗
世
家
、
高
宗
四
六
年
八
月
乙
酉
。
〝
太
孫
餞
F
羅
間
。
戸
羅
聞
出
也
速
達
牒
日
、
帝
所
往
来
宣
使
及
本
処
使
佐
、
沿
路
姑
赤
 
 
 

閲
少
。
西
京
以
南
、
汝
国
列
置
端
赤
、
人
戸
・
鏑
馬
・
一
切
所
須
諸
物
、
照
依
己
前
設
置
、
無
得
少
閑
。
西
京
以
北
合
用
鮨
駅
、
亦
宜
准
備
安
置
㌔
 
 

（
8
）
 
『
高
麗
史
』
巻
二
五
、
元
宗
世
家
、
三
年
一
二
月
乙
卯
。
『
元
高
麗
紀
事
』
中
統
三
年
一
〇
月
二
九
日
。
 
 

（
9
）
 
高
麗
政
府
は
士
一
七
二
年
に
 

李
益
柱
〓
九
九
六
a
、
五
〇
貢
。
一
九
九
六
b
、
一
九
貢
］
は
元
の
姑
赤
敷
設
要
求
へ
の
対
応
と
み
る
。
た
だ
し
程
駅
蘇
復
別
監
の
任
務
は
、
そ
の
名
 
 
 

称
か
ら
、
疲
弊
し
た
高
麗
在
来
の
駅
制
の
復
旧
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
後
述
の
よ
う
に
姑
赤
は
単
に
こ
れ
を
転
用
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
 
 
 

た
の
で
、
同
別
監
と
端
赤
の
関
係
は
必
ず
し
も
自
明
と
は
い
え
な
く
な
る
。
も
っ
と
も
後
述
の
ご
と
く
姑
赤
の
ル
ー
ト
自
体
は
在
来
の
駅
路
と
密
接
な
関
 
 
 

係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
程
駅
蘇
復
別
監
の
派
遣
と
同
時
期
に
本
格
化
し
た
日
本
遠
征
の
準
備
に
関
連
し
て
端
赤
の
敷
設
が
進
捗
し
た
と
み
ら
 
 
 

れ
る
。
ゆ
え
に
同
別
監
が
端
赤
の
敷
設
に
関
与
し
た
可
能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
。
 
 

（
1
0
）
 
高
麗
の
駅
は
州
府
郡
県
内
に
お
か
れ
た
単
な
る
交
通
施
設
で
は
な
く
、
州
府
郡
県
に
属
す
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
州
府
郡
県
と
は
区
別
さ
れ
る
別
 
 
 

個
の
地
方
単
位
だ
っ
た
［
江
原
一
九
六
九
、
五
二
～
八
・
六
五
～
七
七
貢
。
呂
一
九
八
二
、
二
一
～
三
〇
貢
。
妾
一
九
八
四
、
八
四
～
五
貢
。
同
一
九
八
 
 
 

七
、
二
〇
七
～
一
五
貢
。
劉
一
九
九
〇
、
二
九
二
～
六
貢
］
。
 
 

（
1
1
）
 
『
新
増
東
国
輿
地
膠
覧
』
巻
四
一
、
黄
海
道
、
鳳
山
郡
、
駅
院
、
洞
仙
駅
、
及
び
同
巻
四
一
、
黄
海
道
、
瑞
興
都
護
府
、
山
川
、
慈
悲
嶺
。
 
 

（
望
一
三
二
八
年
生
ま
れ
の
李
稀
は
一
三
四
八
年
に
元
の
国
子
監
生
と
し
て
、
二
二
五
三
年
と
一
三
五
五
年
に
高
麗
使
の
書
状
官
と
し
て
入
元
し
て
い
る
 
 
 

が
（
権
近
『
陽
村
集
』
巻
四
〇
、
牧
隠
先
生
李
文
靖
公
行
状
）
、
慈
悲
嶺
羅
漢
堂
記
で
は
、
彼
が
入
元
に
あ
た
り
慈
悲
嶺
の
羅
漢
堂
下
を
通
過
し
た
こ
と
 
 
 

が
若
き
日
の
こ
と
と
し
て
回
想
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
3
）
 
『
勝
覧
』
巻
五
二
、
平
安
道
、
順
安
県
の
建
置
沿
革
、
及
び
古
跡
、
古
順
和
県
。
 
 

（
1
4
）
 
池
内
一
九
一
九
、
五
五
～
六
二
頁
。
同
一
九
三
七
、
一
七
〇
～
一
貫
。
津
田
一
九
六
四
a
、
二
六
四
～
五
頁
。
司
一
九
八
二
、
三
三
～
五
貢
。
 
 

（
ほ
）
 
洞
仙
姑
に
つ
い
て
「
そ
の
東
は
海
、
そ
の
北
は
合
願
府
（
現
・
威
鏡
南
道
威
興
市
）
に
接
す
る
」
と
付
言
さ
れ
る
が
、
一
見
す
る
限
り
明
ら
か
な
誤
り
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
1
6
）
 
原
文
。
〝
東
京
・
誼
・
静
・
麟
・
威
遠
・
婆
婆
等
処
、
大
霧
雨
、
江
水
溢
、
没
民
田
㌔
 
 

（
1
7
）
 
『
元
史
』
巻
五
九
、
地
理
志
、
遼
陽
等
処
行
中
書
省
、
東
寧
路
に
「
〔
至
元
〕
十
三
年
、
升
東
寧
路
総
管
府
、
設
録
事
司
。
割
静
州
・
義
州
・
麟
州
・
威
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



遠
鎮
、
隷
婆
婆
府
」
と
あ
る
（
引
用
史
料
お
よ
び
史
料
訳
文
中
の
〔
 
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
じ
）
。
た
だ
し
義
州
が
婆
婆
府
に
移
管
さ
れ
 
 
 

た
の
は
至
元
七
（
一
二
七
〇
）
年
で
あ
る
か
ら
（
後
述
）
、
前
半
の
東
寧
路
昇
格
記
事
の
紀
年
（
一
二
七
六
）
は
後
半
に
は
か
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

お
そ
ら
く
は
静
州
・
麟
州
・
威
遠
鎮
も
義
州
と
と
も
に
婆
婆
府
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
1
8
）
一
二
七
八
（
忠
烈
王
四
／
至
元
一
五
）
年
の
忠
烈
王
の
入
元
ル
ー
ト
は
、
西
京
－
義
州
－
崖
頭
姑
－
筑
州
－
北
京
鍋
寒
館
－
開
平
府
（
『
高
麗
史
』
巻
 
 
 

二
八
、
忠
烈
王
世
家
、
四
年
四
月
庚
午
・
己
卯
・
五
月
甲
午
・
丁
酉
・
己
酉
・
六
月
辛
酉
）
で
あ
っ
、
ま
た
一
三
五
三
 
（
恭
慾
王
二
／
至
正
三
一
）
年
の
 
 

●
●
 
 
 

李
稀
の
入
元
ル
ー
ト
は
、
西
京
1
安
北
大
都
護
府
－
義
州
－
遼
陽
路
－
彰
義
姑
－
北
京
（
大
寧
路
）
－
通
州
で
あ
っ
た
 
（
李
椅
『
牧
隠
詩
藁
』
巻
二
）
。
 
 

（
1
9
）
 
義
と
誼
の
発
音
が
元
代
華
北
の
漢
語
音
で
共
通
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
華
北
漢
語
音
を
記
し
た
と
さ
れ
る
『
中
原
音
韻
』
を
参
照
。
一
方
、
 
 
 

同
時
代
の
正
確
な
朝
鮮
語
音
は
不
明
だ
が
、
一
六
世
紀
の
文
献
な
が
ら
、
『
訓
蒙
字
会
』
で
は
義
を
増
と
し
、
両
字
が
現
れ
る
『
小
学
諺
解
』
で
は
と
も
 
 

に
句
と
す
る
。
 
 

（
2
0
）
も
っ
と
も
早
い
事
例
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
忠
粛
王
（
在
位
三
一
一
三
～
三
〇
・
三
二
～
三
九
）
 
の
嬰
臣
申
青
に
対
す
る
菅
老
府
院
君
権
 
 
 

蒋
等
の
弾
劾
文
が
あ
る
（
『
高
麗
史
』
巻
一
二
四
、
申
青
伝
）
。
そ
こ
で
は
「
伐
里
駅
吏
」
で
あ
る
申
青
が
「
逃
役
し
て
大
職
を
冒
受
」
し
、
ま
た
「
遠
近
 
 

の
親
属
を
し
て
姑
役
を
免
」
れ
さ
せ
た
こ
と
が
非
難
さ
れ
る
。
駅
吏
と
そ
の
一
族
は
き
び
し
い
身
分
規
制
の
も
と
世
襲
的
に
駅
役
に
緊
縛
さ
れ
て
い
た
と
 
 
 

み
ら
れ
る
か
ら
［
江
原
一
九
六
九
、
三
八
～
四
七
・
六
五
～
七
二
頁
。
呂
一
九
八
二
、
二
五
～
三
〇
貢
。
姜
一
九
八
七
、
二
ニ
ー
～
六
貢
。
劉
一
九
九
〇
、
 
 
 

二
九
八
～
三
〇
四
貢
］
、
駅
吏
で
あ
っ
た
申
青
の
親
族
が
広
く
「
遠
近
」
に
わ
た
っ
て
負
っ
て
い
た
「
端
役
」
と
は
、
駅
役
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
 
 

（
2
1
）
 
『
高
麗
史
』
巻
八
二
、
兵
志
、
端
駅
所
載
の
駅
名
記
事
に
記
さ
れ
た
五
二
五
駅
中
、
州
府
郡
県
と
同
名
の
駅
は
、
臨
江
、
洞
陰
、
朔
寧
、
幸
州
、
南
京
、
 
 

（
マ
マ
）
 
 
 

横
川
、
燕
山
、
安
康
、
梁
州
、
機
長
に
と
ど
ま
る
。
 
 

（
2
2
ニ
 
『
高
麗
史
』
巻
一
三
一
、
曹
頗
伝
に
み
え
る
「
義
興
郡
駅
吏
」
は
、
（
義
興
郡
に
属
す
駅
の
吏
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
（
義
興
郡
の
 
 
 

属
駅
と
し
て
は
牛
谷
駅
の
み
確
認
さ
れ
る
）
、
「
義
州
端
」
に
つ
い
て
も
、
在
来
の
駅
が
「
端
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
み
た
う
え
で
、
（
義
州
に
属
す
駅
）
 
 
 

の
意
味
に
と
る
見
方
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
李
借
入
元
時
の
詩
で
は
、
他
の
「
端
」
・
「
駅
」
名
に
つ
い
て
み
な
固
有
名
を
表
示
し
て
い
る
の
で
、
 
 
 

や
は
り
「
義
州
端
↑
も
ま
た
固
有
名
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
警
 
時
期
に
よ
り
異
な
虻
が
、
元
の
鵜
は
地
方
で
は
路
ま
た
は
州
府
県
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
［
羽
田
一
九
五
七
、
五
九
～
六
八
頁
］
。
た
だ
し
史
料
A
を
収
 
 
 

め
る
 
『
経
世
大
典
』
端
赤
の
各
省
鵜
名
記
事
に
誼
州
端
の
記
載
は
な
い
。
 
 

（
2
4
）
 
『
析
津
志
輯
侠
』
 
（
北
京
古
希
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
、
二
～
四
頁
。
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



（
警
 
ダ
ル
マ
バ
ラ
の
没
年
は
至
元
二
九
（
一
二
九
二
）
年
で
あ
る
（
『
元
史
』
巻
一
一
五
、
順
宗
伝
）
。
 
 

（
空
 
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
一
六
に
ひ
く
『
丹
堀
独
対
』
端
赤
に
収
め
る
仏
家
奴
の
策
で
は
、
端
赤
の
大
要
を
述
べ
つ
つ
「
一
五
里
ご
と
に
一
郵
亭
（
急
 
 
 

逓
鋪
＝
文
書
送
達
の
中
継
拠
点
）
を
つ
く
り
、
六
〇
里
ご
と
に
一
候
館
（
端
）
を
つ
く
る
」
と
し
て
い
る
。
 
 

（
2
7
）
 
た
だ
し
史
料
B
が
示
す
高
麗
に
お
け
る
姑
の
里
程
数
は
信
用
し
が
た
い
。
例
え
ば
粛
州
姑
～
安
定
粘
は
八
五
中
国
里
（
約
四
七
k
m
）
と
あ
る
が
、
『
勝
 
 
 

覧
』
に
は
粛
川
都
護
府
（
高
麗
の
粛
州
）
が
京
都
（
ソ
ウ
ル
）
か
ら
六
九
六
里
、
順
安
県
（
高
麗
の
安
定
駅
）
が
京
都
か
ら
六
四
〇
里
と
記
さ
れ
、
両
邑
 
 
 

の
距
離
は
六
九
六
－
六
四
〇
＝
五
六
里
（
約
二
二
k
m
）
と
な
る
（
地
図
上
で
推
計
さ
れ
る
距
離
に
も
合
致
）
。
多
少
の
道
路
変
更
が
あ
っ
た
と
し
て
も
二
 
 
 

倍
も
の
差
は
大
き
す
ぎ
る
。
同
様
な
状
況
は
程
度
の
差
は
あ
れ
他
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
 
 

（
空
 
東
寧
端
に
つ
い
て
は
、
そ
の
鮨
名
か
ら
東
寧
路
存
続
期
間
中
の
成
立
が
想
像
さ
れ
る
が
、
同
路
の
高
麗
返
還
後
に
旧
名
に
因
む
端
を
お
い
た
可
能
性
も
 
 
 

排
除
は
で
き
な
い
と
お
も
う
。
 
 

（
竺
 
原
文
。
〝
以
高
麗
国
初
置
駅
鮨
民
乏
食
、
命
給
根
一
歳
、
偽
禁
使
臣
往
来
勿
求
索
飲
食
㌔
 
 

（
マ
マ
）
 
（
3
0
）
 
原
文
。
〝
高
麗
国
王
王
暗
言
、
本
国
置
駅
四
十
、
民
畜
凋
弊
、
勅
併
為
二
十
粘
、
併
給
馬
価
八
百
錠
㌔
 
 

（
塑
『
高
麗
史
』
巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
、
六
二
二
八
〇
）
年
一
二
月
辛
卯
に
「
帝
は
…
趨
仁
規
を
宣
武
将
軍
圭
京
断
事
官
兼
脱
脱
禾
孫
と
な
し
、
金
牌
 
 
 

と
印
信
を
賜
」
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
同
、
七
（
一
二
八
一
）
年
八
月
庚
午
に
「
帝
は
勅
し
て
塔
納
を
慶
尚
道
に
お
い
て
、
塔
刺
赤
を
全
羅
道
に
お
い
て
、
 
 
 

也
先
不
花
を
忠
清
道
に
お
い
て
、
み
な
脱
脱
禾
孫
と
な
し
た
」
と
あ
る
。
 
 

（
望
 
原
文
。
〝
三
十
四
年
八
尽
忠
宣
王
即
位
、
十
一
月
下
教
日
、
西
海
道
巴
山
嶺
至
七
端
、
及
会
源
・
耽
羅
指
沿
路
鮨
戸
、
頃
在
東
征
時
、
以
各
道
人
戸
井
 
 
 

流
移
人
物
、
限
年
入
居
、
至
今
因
循
未
逓
。
或
有
物
故
、
令
本
邑
充
其
数
、
馬
匹
亦
如
之
。
怨
賓
尤
甚
。
令
有
司
択
選
当
差
者
、
以
充
端
役
、
其
各
邑
人
 
 
 

戸
、
並
許
還
本
㌔
 
 

（
警
 
『
高
麗
史
』
巻
一
一
八
、
過
渡
伝
。
〝
近
来
駅
戸
凋
廃
、
凡
鋪
馬
・
伝
逓
・
潮
路
・
指
路
之
役
、
州
郡
代
受
其
苦
、
以
至
流
亡
″
。
 
 

（
聖
 
『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
耽
羅
伝
、
至
元
六
年
七
月
。
『
元
高
麗
紀
事
』
至
元
六
年
七
月
。
 
 

（
空
 
『
元
史
』
巻
二
〇
八
、
耽
羅
伝
、
至
元
九
年
。
『
元
高
靂
紀
事
』
附
耽
羅
、
至
元
九
年
二
月
一
五
日
。
 
 

（
墾
 
『
高
麗
史
』
巻
二
七
、
元
宗
世
家
、
一
五
 
（
一
二
七
四
）
年
二
月
甲
子
。
 
 

（
3
7
）
 
羅
州
の
「
屯
住
軍
」
が
確
認
さ
れ
る
の
と
同
じ
史
料
に
、
全
州
（
現
・
全
羅
北
道
全
州
市
）
と
金
州
（
現
・
慶
尚
南
道
金
海
市
）
に
お
け
る
「
屯
住
軍
」
 
 
 

も
現
れ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
位
置
的
に
み
て
日
本
遠
征
に
直
接
関
わ
る
部
隊
で
は
な
い
と
お
も
わ
れ
、
羅
州
の
場
合
と
同
様
に
三
別
抄
攻
略
戟
と
の
関
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
姑
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



係
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
羅
州
の
「
屯
住
軍
」
と
姑
赤
ル
ー
ト
と
の
関
係
に
関
す
る
筆
者
の
見
方
が
妥
当
な
ら
ば
、
全
州
に
つ
い
て
も
端
赤
ル
ー
ト
が
 
 
 

通
過
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
高
麗
で
は
開
京
よ
り
南
京
（
現
・
ソ
ウ
ル
市
）
－
天
安
（
現
・
忠
清
南
道
天
安
市
）
－
公
州
（
現
・
忠
清
両
道
公
州
市
）
 
 
 

1
全
州
を
へ
て
羅
州
に
い
た
る
幹
線
駅
路
が
存
在
し
た
と
い
う
か
ら
［
至
一
〇
ひ
一
、
四
〇
～
一
・
四
三
・
六
九
頁
・
早
主
3
］
、
交
通
路
と
し
て
不
自
 
 

然
で
は
な
い
。
 
 

（
警
 
『
勝
覧
』
巻
二
八
、
慶
尚
道
、
尚
州
牧
、
仏
字
、
勝
長
寺
に
ひ
く
金
尚
直
「
重
創
記
」
に
、
忠
烈
王
は
日
本
遠
征
に
際
し
金
海
府
（
現
・
慶
尚
南
道
金
 
 
 

海
市
）
に
幸
し
て
こ
れ
を
餞
り
、
還
駕
に
及
び
尚
州
の
勝
長
寺
に
駐
輝
し
た
と
あ
る
。
一
方
、
『
高
霹
史
』
巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
、
七
年
四
月
丙
寅
・
 
 
 

庚
辰
・
突
未
の
記
事
か
ら
、
第
二
次
日
本
遠
征
の
際
、
忠
烈
王
が
金
海
府
近
傍
の
合
清
ま
で
赴
い
て
閲
兵
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
「
重
創
記
」
は
こ
 
 

の
と
き
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
王
は
尚
州
に
至
る
前
は
慶
州
経
由
の
迂
回
路
を
た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
高
 
 
 

麗
史
』
巻
二
九
、
忠
烈
王
世
家
、
七
年
六
月
発
未
）
。
 
 

（
3
9
）
 
韓
一
九
九
九
、
六
八
八
～
九
一
頁
。
カ
。
二
〇
〇
一
、
四
二
～
三
・
六
九
・
早
主
3
。
安
軸
『
謹
斎
集
』
巻
二
、
尚
州
客
館
重
営
記
に
「
州
（
尚
州
）
 
は
 
 
 

八
達
の
分
岐
点
に
在
り
、
駅
伝
に
乗
っ
て
奉
使
す
る
者
は
虚
日
が
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た
李
斉
賢
『
益
斎
乱
藁
』
巻
五
、
送
謹
斎
安
大
夫
赴
尚
州
牧
序
に
 
 

「
東
南
の
州
郡
で
は
慶
州
が
大
で
あ
っ
て
尚
州
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
そ
の
道
を
慶
尚
と
号
す
る
の
は
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
使
命
を
奉
じ
る
者
 
 
 

は
必
ず
ま
ず
道
を
尚
州
に
と
っ
て
後
に
慶
州
に
い
た
る
。
ゆ
え
に
風
化
の
流
行
は
尚
州
よ
り
南
に
む
か
い
、
慶
州
よ
り
北
に
む
か
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
 
 

あ
る
。
 
 

（
4
0
）
 
『
高
麗
史
』
巻
八
一
、
兵
志
、
五
軍
、
忠
烈
王
三
年
二
月
。
こ
の
記
事
で
は
矢
の
集
積
地
と
し
て
碩
州
（
も
と
塩
州
。
現
・
黄
海
両
道
延
安
郡
）
も
あ
 
 
 

が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
に
は
一
二
七
一
（
元
宗
一
二
／
至
元
八
）
年
以
来
、
元
の
屯
田
経
略
司
の
軍
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
［
池
内
一
九
三
一
、
一
一
三
 
 
 

～
四
貫
］
。
 
 

（
4
1
）
 
『
勝
覧
』
巻
二
九
、
慶
尚
道
、
高
霊
県
、
仏
字
、
盤
龍
寺
。
な
お
森
平
二
〇
〇
二
、
二
五
貢
参
照
。
 
 

（
4
2
）
 
韓
一
九
九
九
、
六
八
八
～
九
一
貫
。
瑠
二
〇
〇
一
、
四
一
～
四
・
六
九
・
羊
主
3
。
 
 

（
4
3
）
 
和
州
以
北
の
高
麗
東
北
辺
は
一
二
五
八
（
高
宗
四
五
／
憲
宗
モ
ン
ケ
八
）
年
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
直
轄
さ
れ
、
一
三
五
六
（
恭
懸
王
五
／
至
正
一
六
）
 
 
 

年
に
高
麗
が
収
復
す
る
ま
で
撃
城
総
管
府
が
お
か
れ
て
い
た
。
 
 

（
4
4
）
 
原
文
。
〝
至
元
二
十
七
年
十
一
月
初
三
日
。
遼
陽
行
省
賓
、
開
元
路
達
魯
花
赤
八
児
禿
満
申
、
照
得
、
本
路
所
轄
元
設
女
直
端
赤
、
有
賊
軍
尽
行
討
虜
 
 
 

了
当
、
所
有
驚
散
本
管
人
戸
、
前
来
合
願
・
讐
城
等
処
住
坐
。
若
有
緊
急
軍
情
・
合
稟
奉
大
小
公
事
、
沿
高
麗
国
端
赤
、
前
去
計
菓
、
往
復
途
路
遠
鴬
、
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 



遅
慎
公
事
。
合
無
於
高
麗
国
王
井
合
願
・
讐
城
等
民
戸
内
、
掛
酌
撥
戸
、
於
讐
城
・
西
京
両
其
中
三
百
里
地
内
、
設
立
三
端
、
走
逓
使
客
。
似
為
緊
急
公
 
 
 

事
早
得
幹
雛
、
官
民
両
便
、
未
敢
白
檀
。
乞
照
験
事
。
本
省
参
詳
、
恰
丹
賊
軍
入
境
、
見
於
瓦
江
地
面
作
耗
。
其
八
児
禿
満
守
把
陰
口
、
東
隣
高
麗
。
若
 
 
 

准
所
申
、
於
攣
城
・
西
京
中
間
、
安
立
三
砧
、
就
令
高
麗
国
摘
撥
人
戸
・
馬
疋
走
逓
、
以
接
軍
情
急
務
。
請
希
賓
廻
示
。
都
省
准
擬
、
移
香
遼
陽
行
省
、
 
 
 

就
便
行
移
征
東
行
省
、
安
置
施
行
。
及
節
付
道
政
院
、
照
験
施
行
㌔
 
 

（
4
5
）
 
権
臣
鄭
伸
夫
ら
に
対
し
西
京
留
守
遭
位
寵
が
挙
兵
し
た
際
（
一
一
七
四
～
七
六
）
、
政
府
軍
の
杜
景
升
は
宜
州
（
現
・
江
原
道
元
山
市
）
よ
り
孟
州
に
 
 
 

進
み
、
兵
を
分
け
て
撫
州
（
現
・
平
安
北
道
寧
辺
郡
）
を
陥
し
、
大
同
江
で
趨
軍
と
会
戦
し
た
（
『
高
麗
史
』
巻
一
〇
〇
、
杜
景
升
伝
）
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
 
 
 

の
恰
真
・
札
刺
が
高
麗
に
聞
入
し
た
契
丹
軍
を
攻
略
し
た
際
（
二
一
一
八
～
一
九
）
、
和
州
、
孟
州
、
順
州
（
現
・
平
安
南
道
北
倉
郡
）
、
徳
州
（
現
・
平
 
 
 

安
南
道
徳
川
市
）
を
陥
し
江
東
城
（
現
・
平
壌
市
江
東
郡
）
に
「
直
指
」
し
た
（
『
高
麗
史
』
巻
一
〇
三
、
趨
沖
伝
）
。
 
 

（
4
6
）
 
原
文
。
〝
詔
沿
海
置
水
駅
。
自
耽
羅
至
鴨
練
江
口
、
凡
十
一
所
。
令
洪
君
祥
董
之
㌔
 
 

（
4
7
）
 
原
文
。
〝
三
十
年
、
沿
海
立
水
駅
。
自
耽
羅
至
鴨
汝
江
井
楊
村
海
口
、
凡
十
三
所
″
。
 
 

（
空
 
張
東
翼
〓
九
九
四
a
、
一
四
二
～
三
貢
］
は
王
析
『
続
文
献
通
考
』
巻
二
三
四
、
四
裔
考
、
東
夷
、
高
麗
の
「
至
元
三
十
年
、
沿
海
立
水
駅
、
自
耽
 
 
 

羅
至
鴨
緑
江
井
揚
州
海
口
三
十
所
」
と
い
う
記
事
を
ひ
き
、
「
水
駅
」
は
中
国
江
南
の
揚
州
に
達
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
『
統
文
献
通
考
』
は
明
末
 
 
 

の
編
纂
物
で
あ
り
、
上
の
記
事
が
明
初
に
成
立
し
た
『
元
史
』
地
理
志
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
文
面
と
前
後
の
文
章
内
容
か
ら
明
白
で
あ
る
。
上
 
 
 

の
記
事
に
「
揚
州
」
と
あ
る
部
分
は
本
来
「
楊
村
」
と
、
ま
た
「
三
十
」
と
あ
る
姑
数
も
「
十
三
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
『
元
史
』
地
理
志
 
 
 

の
記
事
を
ひ
い
て
端
数
を
「
三
十
」
と
す
る
論
考
も
あ
る
が
、
い
か
な
る
版
本
に
拠
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
稿
は
百
納
本
の
記
載
に
よ
っ
た
。
 
 

（
4
9
）
 
原
文
。
〝
帝
嘗
観
遼
東
水
程
図
、
欲
置
水
駅
、
語
可
臣
日
、
汝
国
無
所
産
、
唯
米
与
布
耳
。
若
陸
輸
之
、
則
道
遠
物
重
、
所
輸
不
償
所
費
。
今
欲
授
汝
 
 
 

江
南
行
省
左
丞
、
使
之
主
海
運
、
歳
可
致
若
干
千
斜
匹
、
豊
唯
補
国
用
之
万
一
。
可
以
足
東
人
寓
都
之
資
。
可
臣
対
日
、
高
麗
山
川
、
林
薮
居
十
之
七
、
 
 
 

耕
織
之
労
、
僅
支
口
体
之
奉
。
況
其
人
不
習
海
道
。
以
臣
管
見
、
恐
或
不
便
。
帝
然
之
㌔
 
 

（
5
0
）
 
元
の
海
運
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
有
高
一
九
一
七
、
藤
野
一
九
五
四
、
星
一
九
五
九
、
松
田
二
〇
〇
〇
参
照
。
ち
な
み
に
「
江
南
行
省
」
と
は
そ
の
管
 
 
 

轄
地
域
に
海
運
の
積
出
港
を
も
つ
江
断
行
省
の
こ
と
か
。
 
 

（
聖
 
『
高
麗
史
』
巻
三
〇
、
忠
烈
王
世
家
、
一
七
（
一
二
九
こ
年
六
月
甲
申
・
一
八
年
閏
六
月
辛
卯
・
一
九
年
六
月
己
丑
。
『
高
麗
史
節
要
』
巻
≡
、
忠
 
 
 

烈
圭
一
七
年
六
月
・
同
一
八
年
閏
六
月
・
同
一
九
年
六
月
。
 
 

（
軍
一
秋
子
息
は
全
羅
両
道
地
域
か
ら
済
州
島
に
渡
航
す
る
際
の
中
継
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
島
の
「
水
端
」
は
鴨
緑
江
口
～
済
州
島
ル
ー
ト
上
の
端
で
あ
る
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
 
 
 



と
同
時
に
、
さ
き
に
検
討
し
た
開
京
～
済
州
島
ル
ー
ト
上
の
端
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
内
藤
は
済
州
島
側
の
発
着
地
が
明
月
浦
で
あ
っ
た
と
す
 
 

る
が
根
拠
不
明
。
 
 

（
5
3
）
 
内
藤
一
九
六
一
b
、
四
一
〇
～
八
頁
。
陳
一
九
九
一
、
三
五
二
～
三
頁
。
 
 

（
5
4
）
 
『
老
乞
大
』
に
つ
い
て
は
、
高
麗
時
代
の
原
型
を
留
め
る
版
本
が
一
九
九
八
年
に
大
邦
で
発
見
さ
れ
（
『
元
代
漢
語
本
《
老
乞
大
》
』
慶
北
大
学
校
出
版
 
 
 

部
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
そ
の
史
料
的
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
直
括
～
開
京
間
の
航
海
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容
に
関
し
て
諸
本
に
違
い
は
な
 
 

ヽ
」
 
0
 
 

－
V
 
 

（
聖
 
近
代
以
前
に
関
し
て
は
、
乾
隆
『
武
靖
県
志
』
県
境
全
図
及
び
巻
三
、
河
渠
、
白
河
、
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
一
一
、
直
隷
、
順
天
府
、
通
州
、
武
靖
 
 

県
な
ど
参
照
。
 
 

（
5
6
）
 
『
元
史
』
巻
六
四
、
河
渠
志
、
白
河
、
大
徳
二
 
（
一
二
九
八
）
年
五
月
付
け
中
書
省
節
付
。
 
 

（
聖
 
『
元
史
』
巻
九
三
、
食
貨
志
、
海
運
。
『
元
史
』
巻
一
六
六
、
羅
壁
伝
。
『
大
元
海
運
記
』
巻
下
、
排
年
海
運
水
脚
価
紗
。
 
 

（
5
8
）
 
『
元
史
』
巻
九
三
、
食
貨
志
、
海
運
。
『
大
元
海
運
記
』
巻
下
、
排
年
海
運
水
脚
価
紗
。
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
一
九
に
ひ
く
『
経
世
大
典
』
姑
赤
、
 
 
 

至
元
三
〇
年
一
二
月
付
け
記
事
。
 
 

（
空
 
か
か
る
水
端
の
敷
設
に
関
連
し
て
、
こ
れ
を
監
督
し
た
洪
君
祥
が
高
麗
人
で
あ
り
、
か
つ
大
都
周
辺
の
運
河
開
設
に
関
わ
っ
た
経
歴
を
持
つ
こ
と
も
注
 
 
 

目
さ
れ
よ
う
（
『
元
史
』
巻
一
五
四
、
洪
福
源
伝
附
、
洪
君
祥
伝
）
。
 
 

（
6
0
）
 
説
明
の
順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
筆
者
は
、
第
三
節
以
降
と
り
あ
げ
た
諸
史
料
で
端
赤
ル
ー
ト
の
到
達
地
と
し
て
記
さ
れ
る
巴
山
嶺
、
耽
羅
、
会
源
、
讐
 
 
 

城
、
西
京
、
鴨
緑
江
口
、
楊
村
海
口
と
い
っ
た
地
名
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
端
の
設
置
個
所
を
具
体
的
に
の
べ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
と
み
て
い
る
。
も
 
 
 

ち
ろ
ん
そ
こ
に
端
が
お
か
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
不
確
定
要
素
が
多
い
う
え
（
と
り
わ
け
巴
山
嶺
・
耽
羅
・
鴨
緑
江
口
な
ど
は
比
較
的
規
模
の
大
き
な
地
 
 
 

形
に
か
か
り
具
体
性
を
欠
く
）
、
ル
ー
ト
の
大
要
を
把
握
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
は
支
障
が
な
い
の
で
、
本
論
で
は
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
。
 
 

（
6
1
）
 
原
文
。
〝
命
故
臣
浜
子
藩
為
相
、
停
更
弊
政
。
罷
非
道
水
駅
十
三
、
免
耽
羅
貢
非
土
産
物
。
東
民
大
書
㌔
 
 

（
6
2
）
 
さ
き
に
あ
げ
た
『
高
麗
史
』
巻
三
二
、
忠
烈
王
世
家
、
二
八
年
是
歳
条
の
記
事
で
は
、
合
浦
等
の
鎮
辺
万
戸
府
と
と
も
に
済
州
島
も
ま
た
高
麗
に
お
け
 
 
 

る
対
日
防
衛
体
制
の
一
角
を
し
め
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
る
。
 
 
 

高
麗
に
お
け
る
元
の
端
赤
－
ル
ー
ト
の
比
定
を
中
心
に
－
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